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はじめに 


NAS (Network Attached Storage) は、既存環境に対する変更を加えることなく、大規模ストレージシステ 
ムを提供するネットワーク接続型ストレージです。 

一般的に NAS は導入が容易です。ネットワーク管理や 0S に関する広範な知識がなくとも使用すること 
ができ、通常管理業務はクライアントからリモートデスクトップ経由で行なうことができます。ユーザー 
は NAS をネットワークに接続して電源を投入し、最小限のセットアップ作業を行なうだけで運用を開始 
することができます。 

管理者ガイドは、以下の二部で構成されています。【概要編】または【詳細編】のみに記載している内容も 
ございますので、各ガイドの目次を参考にして、目的に応じて参照してください。 

• 管理者ガイド【概要編】（本書） 

iStorage NS を使用するための基本的でかつ一般的な手順について説明しています。 

• 管理者ガイド【詳細編】 

概要編よりも詳細な設定方法について説明しています。 

管理者ガイドは改版される場合があります。以下の Web ページを参照し、表紙の日付とリビジョンを確 
認して最新版をダウンロードしてください。 

httQ ： //su£port.exDress.nec.co._i 2 /usersquide/UCnas/adminauide/adminauide.html (2013 年 1 月 15 日現在） 


(jT -^ 

【重要 】 iStorage NS シリーズは 、 Microsoft Windows Storage Server 2008 R 2 を使用して j 

作成されたファイルサーバー専用機です。標準の Windows サーバーとは違い、 

フアイルサーバー以外でのご利用はできませんのでご注意ください。 
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導入の流れ 


iStorage NS を導入いただく際は、以下の流れに沿って作業してください。 


ハ 

1.1 初期設定を行う 

1.3 ボリュ'ームを作成する 

1.4 ユーザー、グループを作成する 



iStorage NS の設定を行う 
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V 


{Storage NS の共有領域を管理する 

3.1 アクセス権を管理する 
3.2 ディスク使用状況のレポートを作成する 
3.3 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 
3.4 ディスクスペースを有効活用する 


V. 



iStorage NS を運用する 

4.1 データ/システムを保護する 
4.2 データ/システムを復旧する 
4.3 簡易的に性能をチューニングする 
4.4 システムを監視する 
4.5 障害を未然に防止する 
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iStorage NS の設定を行う 


1 iStorage NS の設定を行う 


♦ 初期設定を行う 

コンピューター名、 ip アドレス等を設定します。 

♦ 管理者メニュー 

管理者 メニューについて 説明します。 


♦ ボリュームを作成する 

iStorage NS 上にボリュームを作成する手順を説明します。 


♦ ユーザー、 グループを 作成する 

iStorage NS 上にユーザー、グループを作成する手順を説明します。 




iStorage NS の設定を行う 


1.1 初期設定を行う 

iStorage NS の初期設定には、専用の初期設定ツールを使用します。管理 PC (Windows 2003/ Windows 2003 
R 2 / Windows 2008/ Windows 2008 R 2 / Windows XP / Windows Vista / Windows 7) に、装置添付の 

EXPRESSBUILDER をセットして初期設定ツールを起動し、コンピューター名、 IP アドレスを設定した後、 
リモートデスクトップで iStorage NS にログオンして、参加するドメインや管理者のパスワードの変更等 
を行います。 

1.1.1 ネットワーク環境 

初期設定を開始する前に、以下のネットワーク環境についての情報を決定してください。 

•ネットワークへの接続形態（ワークグループとして接続するか、既存のドメインに参加するか） 

• IP アドレスの設定方式 （ DHCP サーバーを使用するかどうか） 

• コンピューター名 

• ワークグループ名またはドメイン名 
• 管理者のパスワード 

• IP アドレスとマスク値 （ IP アドレスを直接指定する場合） 

• デフォルトゲートウェイ （ IP アドレスを直接指定する場合） 

• DNS サーバーの IP アドレス （DNS サーバーを直接指定する場合） 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.2 初期設定ツール 

前述の 【 i . i . i ネットワーク 環境】 に記載した情報を基に、以下の手順で初期設定を行ってください。 


r 


【注意】 • 管理 PC は iStorage NS と同 jLAN 上に存在するコンピューターを使用します。 

• 同ーネットワーク上で複数の iStorage NS を初期設定する場合は、1台ずつ起動 
して初期設定を行ってください。 




初期設定では特定の LAN ポートを使用します。スタートアップガイドを参照して 
LAN ケーブルを接続してください。 


V 


出荷時には初期設定 ツールで 使用する UDP ポートは開いた状態になっています。 
初期設定後に、後述する手順に従って UDP ポートを閉じてください。 


ノ 


1 .iStorage NS の電源を 〇 N にし、管理 PC の光ディスクドライブに、 「 EXPRESSBUILDER 」 をセッ 

卜します。オートラン機能によりメニューが自動的に表示されます。 


fr 




【補足】表示されない場合は、 エクスプローラーから「マイコンピューター」を 選択し、 セッ 
卜した光ディスクドライブの アイコンを ダブル クリ ックしてください。 

^ ノノ 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [ソフトウェアを セットアップする]をクリックして、表示されたメニューから[初期設定 ツール] 
をクリックします。 



3. 初回のみ、[ご確認]画面が表示されます。装置添付の使用許諾契約書をご一読の上、 [0 K ] ボタンを 
クリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


4. 初期設定が必要なサーバーを検出するために、[開始]ボタンをクリックします。 



対象となるサーバーが、初期設定ツール画面内の[サーバーのコンピュータ名]欄に"未設定"と表示され 
ます。••未設定"のサーバーが検出されたら、[停止]ボタンをクリックして自動発見を停止後、[終了]ボタ 
ンをクリックして g 動発見を終了させます。なお、対象となるサーバーの 0 S が起動するまでには、構成 
によって、20〜30分かかる場合があります。30分経っても検出できない場合は、再度[開始]ボタンをク 
リックしてください。 
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iStorage NS の設定を行う 


5. "未設定”のサーバーのリモートデスクトップ起動の表示が「確認中」から「可」に変わった場合は、 
リモートデスクトップによる接続が可能なため、"未設定”のサーバーを選択し、[リモートデスクト 
ップの起動]をクリックして [1.1.3 管理 PC からリモートデスクトップで接続す る 】に進んでくだ 
さい。「不可」に変わった場合は、”未設定”のサーバーを選択し、[設定変更]ボタンをクリックし 
ます。 



6. コンピュータ名、 IP アドレス、サブネットマスクを入力して[適用]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


7. 設定変更を確認する画面が表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。サーバー設定の変更が 
始まり、サーバー設定状況の内容が順次更新されます。 

8. 完了メッセージが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



以上で、本装置の初期設定が完了し、リモートデスクトップ接続で管理できる状態になりました。 

1.1.3 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

iStorage NS は管理 PC のリモートデスクトップを利用して、ファイルサーバーに関する各種設定や管理を 
行います。 

以下に、リモート デスク トップを使用する接続手順を記載します。 

1. 管理 PC で[スタート】—[ファイル 名を指定して実行]を選択し、[名前]欄に “ mstsc ” と入力して 
[0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [コンピューター]に、接続する iStorage NS のコンピューター名または IP アドレスを入力して 
[接続]ボタンをクリックします。 



3. ユーザー 名に 「 administrator 」 を入力し、次にパスワードを入力して [0 K ] ボタンをクリックしま 
す。 


tr 




【補足】初期状態においては、パスワードはあらかじめ設定されていますので装置添付のスタ 
ートアップガイドを参照してください。 

、ノン 


4. ログオン後、[管理者 メニュー] と [サーバーマネージヤー] が起動します。 


(T 




【注意】リモートデスクトップで iStorage NS にログオンできるのは、管理者権限を持つユー 
ザーのみです。また同時接続可能なのは2セッションまでです。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.4 管理者のパスワードを変更する 


administrator のパスワードは出荷時にあらかじめ設定されていますが、本装置のセキュリテイを保つため 
に必ず変更してください。 


1. fCtrl + Alt + End ] を押下し、[パスワードの変更]をクリックします。 


2 . 


[古いパスワード]、[新しいパスワード]、[パスワードの 確認 入力] 
クリックします。 


にそれぞれ入力し 




を 


3. [パスワードは変更されました]と表示されるので、[〇 K ] ボタンをクリックします。 


r 


【注意】 


V 


パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様のポ 
リシーに合わせて適宜変更してください。 

パスワードの文字数は6文字以上である必要があります。また、パスワードに 
は、英大文字、英小文字、数字、記号の4つの種類のうち3つの種類が使用 
されていなければなりません。 

J 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.5 初期設定 ツール 用のポートを閉じる 

出荷時は初期設定ツールで使用するポートが開かれた状態になっています。初期設定後、以下の手順でポ 
ートを閉じてください。 

1. [スタート] — [コントロールパネル] をクリックし、画面の [ファイア ウォールの状態の確認]をクリ 
ックします。 



コンビューター (D 設定を ilSI します 


表示方另 



システムとセキュリティ 

イアウオ-ルの: 確 


& 上〜 ネ9トワークとインターネ9卜 

ネットヮ-クの状態とタスクの表示 



八'-ドウ I ア 

デバイスとブリンターの表示 
デパイスの追加 

ブラム 

ブ□クラムのアンインストール 

¢1 Windows の機能の有効化または無効化 


ユーザーアカウント 

.ュー ザーァカゥントの追加または則除 



デザイン 

デス外ッブの背昱の変更 
画面の解像度の調整 

_ IK 言語、およ U 地域 

キーボードまたは入力方法の変更 
表示言語の変更 
日付と時刻の設定 

コンビ: I ーターの簡単揉作 

設定の提案の表示 
視覚ディスプレイの最適化 


2. [ Windows ファイアウォールを介したプログラムまたは機能を許可する]をクリックします。 



コント ロール パネルホーム 


Windows ファイア0ォールを介した 
ブログラムまたは機能をI午可する 

奪 通知設定の変更 

Windows ファイアウォ w ルの有効化 
-または無効化 

奪 既定値に戻 t 

會 詳細設定 

ネツトワークのトラブルシューテインク 


Windows フ7イア〇ォールによる]:/ビューターの保盏 

Windows ファイアウオールは、八ツカーまたは悪意のあるリフトウIア(こよるインターネットまたはネットワークを経由したアクセスを防 
止するのに役立ちます。 

ファイアウォールによるコンビュ+の保IIの詳細 
ネットワークの埸所に関する詳細 


I ^ 木ームネ 9 トワーりまた tt 社内（ブライペー 

卜〉ネ 9 トワ-ク⑼ 

未格耪 


|政 パブリゥクネ 9 トワ-ク (p) 


接转済み A 1 

空港、喫茶店など、公共の塌のネットワ4 

Windows ファイアウォールの状態： 

有効 


著信接続: 

S れ:^ 'ラムの せ 加加ラム w 招 
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iStorage NS の設定を行う 


□ COM + ネットワークアクセス 

□ COM + リモート管理 
0 DFS の音理 
0 DFS レブリケ-シヨン 
0 DHCP サづ卜 
0 DHCP サーバー皆理 
0 FTP サーパー 

サービス 



O 0 BE Discovery Service 
□ Net logon サービス 
0 NFS クライアント 
0 NFS サーバー 

I ~~ ISftrurp Snrkftt 卜、 / ク、 IJ 、 ノ乃 ~?fl K~IJL 


以上で、初期設定用のポートが閉鎖されました。 


別のプロクラムの許可 ( B )". 



I 怵1 

キャンセル| 


3. [ iStraguisv ] の左側のチェックをはずし、 [ OK ] をクリックします。 


許可されたブ□クラム 



Windows ファイアウォール経由の通信をブ□グラム ( Z 許可します 

許可されたプログラムおよ D ' ポートを追加、変更、または則除するには、啟定の変更]をクリックします。 

プロクラムに通信を許可する危陕性の詳細 _ 少 設定の変更 ( N ) I 

許可されたブロクラムおよ〇棵能⑻： 

名前 1^- ム/社内(ラライべ一卜） I パブリック ▲ 


□ □ 0 0 0 0 0 □ 1 0 □ 0 0 n 


□□0 0 0 0 0D 1 0D0 0C 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.6 日付と時刻を設定する 

日時が自動更新の環境でない場合は設定してください。 

1. [初期構成タスク]画面の[タイムゾーンの設定]をタリックします。 


f 


【補足】[初期構成タスク]画面を閉じた場合、または [ログオン 時に この ウインドウを表示 
しない]のチェックを有効にした場合は、以下の方法で[初期構成タスク]画面を再 
度起動することができます。 

• [スタ'ート]— ■ [検索の開始]欄に 




V 


c :¥ windows ¥ system 32¥ nasoobe ¥ nasoobe_exe 
と入力して Enter キーを押下する。 


ノ 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [日付と時刻]タブの[日付と時刻の変更]ボタンをクリックします。 



3. 日付と時刻を合わせて [0 K ] ボタンをクリックします。日付と時刻のプロパティ画面を閉じます。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.1.7 コンピューター名/ドメインを設定する 

1. [初期構成タスク]画面の [コンピュータ ー名とドメインの入力]をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [変更] ボタンを クリックし、 コンピューター名、 所属す るグループのドメイン/ワークグループを 指 
定して [ OK ] ボタンを クリックします。 [1.1.2 初期設定 ツール 】 で コンピューター名を 設定して 
いる 場合、新たに コンピューター名を 入力す る 必要はありません。 



3. [ Windows セキュリティ]画面が表示されたら、ドメインに参加する場合はドメイン管理者のユーザ 
一名とパスワードを、ワークグループの場合は本コンピューターの管理者のユーザー名とパスワー 
ドを入力し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


4. 以下のようなメッセージが表示されたら、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



5. 以下のメッセージが表示されたら、 fOK ] ボタンをクリックします。 


コンビューター名/ドメイン名®変更 


これら®変更を連用するに tt 、 to 使〇の]レビ: l ーターを再 
v 起劫す5必要があります 

再起動]する前に、いて〇るファイルを保存して、すべて®ブ□ヴ 
ラムを閉じてください。 


[:至::] 


6. [閉じる]ボタンをクリックしてシステムのプロパティ画面を閉じます。以下の画面が表示されたら、 
[今すぐ再起動する]ボタンをクリックして iStorage NS を再起動します。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.2 管理者メニュー 

iStorage NS にログオンすると管理者メニューが自動起動します。 

管理者メニューでは、管理者が良く使う機能を簡単に起動することができます。 


- In ! x 


全般 


欠 

エクスプローラー 

エクスブ□ーラ'-を起動でぎます。 


コマンドブロンブト 

コマンドブロンブトを起勅できます。 


ペイント 

ベイ'ノトを起助できます。 


メモ 帳 

メモ帳を起勅できます。 


コンビューターの 管理 

コンビューターの管理を起動できます。 


システム 

コンピュータ'-©ブロパティを確認でぎます。 


Windows ヘルプとサボート 

Windows へ ルブとサボートを起動できます。 



役割/機能 

(^1 

共有と記憤域の管理 

SMB 共有、 NFS 共有を f 理できます。 

ns マネージャー 

HTTP 共有/ FTP 共有を管理できます。 

NFS 用サービス 

NFS サーバ ー を管理できます。 

ADSIX ディター 

NFS の D マッピングを確認でぎます。 

フアイ) レ サーバーリソースマネージヤー 

記憶域の容登制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

インデックスのオプション 

ファイル栈索を高速化するためのインデックスを菅理できます。 

DFS の管理 

分敗ファイルシステムを f 理でぎます。 

印別の管理 

ブリントサーパーを管理できます。 


※管理者メニューは、デスクトップのショートカットからも起動できます。 
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iStorage NS の設定を行う 


各項目の右上 & をクリックし、管理者が通常使用しない項目を閉じることができます。このように、管理 
者が使いやすいように設定することができます。 


热苷理者メニュー 



役割/機能 


共有と記憶域の管理 

ns マネージャー 

NFS 用サービス 

ADSIX ディター 

ファイルサーバーリソースマネージャー 

インデックスのオフソ3ン 

DFS の管理 

印别の管理 



SMB 共有、 NFS 共有を菅理できます。 

HTTP 共有/ FTP 共有を菅理できます。 

NFS サーバーを 菅理できます。 

NFS の ID マッピングを確認できます。 

記憶域の容星制限、拡張子制限、使用状況確認等が1 
す。 

ファイル栈索を®速化するためのインデックスを管理でき 
分敗ファイルシステムを菅理できます。 

ブリントサーパーを菅理できます。 


ぼ 

す。 

0 


イベントログを確認できます。 

性能情報の採取や確認ができます。 

システムリソースの使用状況確認や実行中のタスク管理がで 
ぎます。 

n ー ドウ エアの 状態を確認できます。 

^ |ぼ字 t 甘 


」•二 I 
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iStorage NS の設定を行う 


1.3 ボリュームを作成する 


iStorage NS では、機種によってユーザーボリュームが作成されていない場合があり、その場合はボリュ 
ームを作成する必要があります。 


r 


V 


【注意】1つのボリュームでシャドウコピーとデフラグを実行する場合は、アロケーションユ 
ニットサイズを 16KB 以上に設定しておく必要がありますが、既に作成しているボ 
リュームのアロケーションユニットサイズは変更することはできません。アロケーシ 
ョンユニットサイズを変更するためには、ボリュームを削除して再度作成する必要が 
あり、データはすべて削除されます。ボリュームの削除方法については、【 管理者 ガ 
イド（詳細編） 1.4.2 ボリュームの 削除】を参照してください。 




ノ 


ここでは、 D ドライブとして新規にボリュームを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ドライブ文字 

D 


1. 管理者 メニューの[ディスクの 管理] を クリックします。 


热苷理者メニ: L w 


構成 


^injxj 


Windows Update 

更靳プログラムをインストールできます。 

ブログラムと檢能 

ブログラムを菅理できます。 

ローカルユーザーとグループ 

ユーザーとグループを菅理で•ぎます。 

サービス 

サービスを管理でぎます。 

タスクスケジューラ 

タスクのスクジュールを菅理できます。 

ネットワーク接続 

ネットワークを管理で•きます。 

日付と時刻 

日付と時刻を設定できます。 

Windows ファイアウォール 

ファイアウォールを菅理できます。 

セキュリ亍ィが強化された Windows ファイ 

ァブォール 

ファイアウォールの詳細な管理ができます。 

ローカルセキュリティポリシー 

セキュリティポリシーを菅理できます。 

ESMPRO/Server Agent 

サーバー菅理の通報や監視を設定できます。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. 未使用のディスクが存在する場合には、以下の画面が表示され ます。 2 TB 以上のディスクの場合に 
" GPT " を選択すると、 2 TB 以上の領域を 1 つの領域にする ことができます。 (" GPT " を選択しない 
場合には、 2 TB 以上の領域を作成で きません。） 


ディスクの初期化 


論理ディスクマネ-ジやがアクセスでき S よう(こす5(こはディスクを扨期化する必要があります。 



逞択したディスク(ご欠のパーティションス M ルを使用する: 

MBR (マスタブートレコード XM ) 
r GPT ( GUID パ-テイシヨンテ-ブル XQ) 


注意:以前のバージョンの Windows で•は、 GPT パーティションスタイル肩 S 識されません。この 
スタイルは、容量が2 TB を超えるディスウ、または Itanium ベースのコンピュ4で•使用されて 
いるディスクで•使用することをお勧めします。 

OK I _キやンセル_ 


3. 未割り当て領域を右クリックし、[新しいシンプル ボリューム] をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


4. ウイザードが表示されるので、[次へ]ボタンをクリックします。 



5. 作成するボリュームのサイズを指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 


新しい シン ブルボリュームウィザード 


ボリ：!ームサイズの指定 

最小サイズと最大サイズの間でボリュ-ムのサイズを逗択してください。 


XJ 


最大ディスク領域 ( MB )： 

最小ディスク領域 ( MB )： 

シンプルボリュームサイズ ( MBXS )： 


1245805 

8 

IWM： 11111 ョ | 


く戻る ( S ) 

;欠へ ( N ) > 

キャンセル 
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iStorage NS の設定を行う 


6. ドライブ文字に“ D ” を指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


7. [次へ]ボタンをクリックします。 



/T -^ 

【補足】作成するボリュームでシャドウコピーとデフラグを実行する場合は、"アロケーション 
ュニットサイズ"を "16 KB " 以上に設定してください。 
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iStorage NS の設定を行う 


8. 設定内容が正しいことを確認し、[完了】ボタンをクリックします。 



9. フォーマットが完了すると、以下のようにディスクの状態が"正常”と表示されます。 


8?ディスウ®音理 


ファイル® 悚作⑻表示⑻ヘルプ⑻ 


〇嵴|園| □園 遍 


ボリューム 

i レイアウト 

i» 類 

1 ファイルシステ... 1 状態 

容量 

1 空き領域 

空き領域 

Cji System Reserved 

シンプル 

ベーシック 

NTFS 

正常(シス... 

100 MB 

72 MB 

12 % 

CJ . WSS 2008 R 2 ( C ：) 

シンブル 

ベーシック 

NTFS 

正常（ブート... 

119.90 GB 

105.62 QB 

88% 

C3 ボリューム （ D : ) 

シンプル 

ベーシック 

NTFS 

正常（ブライ-. 

1276.61 GB 

1276.48 ... 

100% 


LJ ディスク0 

ベーシック 

120.00 GB 
オンライン 




System Reserved 

100 MB NTFS 
正常(システム.ァクテ- 

WSS 2008 R 2 ( C ：) 

119.90 GB NTFS 

正常（ブート.ページファイル.クラッシュタンブ.ブライマリパーラ 

LJ ディスク1 

ベーシック 

1276.61 GB 
オンライン 

ボリューム （D:) 

1276.61 GB NTFS 
正常（ブライマリパーティション） 


■ 未害 1R) 当て ■ ブライマリパーティション 
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iStorage NS の設定を行う 


1.4 ユーザー、グループを 作成する 

クライアント PC から iStorage NS にアクセスした場合には、ユーザー認証が行われます 。 iStorage NS 
とクライアント PC がドメインに参加している場合は、ドメインコントローラが認証を行うため、 
iStorage NS 上にユーザーを作成する必要はありませんが 、 iStorage NS がワークグループの場合は、 
iStorage NS 上にユーザーを作成し、そのユーザーを指定してクライアントから接続することになります。 

1.4.1 ローカルユーザーを作成する 

ここでは、以下の設定内容でユーザーを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ユーザー 名 

t-yamada 

フルネ'ーム 

任意 

説明 

任意 

パスワード 

任意 


1. 管理者メニューの[ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 


奶音理者メニュー 


-Inj x | 



診断 


イベントビューアー 
パフォーマンスモニター 
Windows タスクマネージャ- 

デバイスマネージャー 

システム情報 

構成 


イベントログを確-認できます。 

性能情報の採取や確認ができます。 

システムリソースの使用状況確認や実行中のタスク f 理がで 
ぎます。 

ハードウエアの状態を確認できます。 

システム情報を確認できます。 


欠 


Windows Update 

更斩ブログラムをインストールできます。 


ブログラムを菅理できます。 


ユーザーとグループを菅理できます。 


サービスを菅理できます。 

タスクスケジューラ 

タスクのスクジュールを管理できます。 

ネットワーク接続 

ネットワークを管理できます。 

日付と時刻 

日付と時刻を設定できます。 

Windows ファイアウ ォール 

ファイアウォールを菅理できます。 

セキュリ亍ィが強化された W indows ファイ 

ァヴォー ル 

ファイアウォールの詳細な菅理ができます。 

ローカルセキュリティ ボリ シー 

t キュリティボリシーを菅理できます。 

ESMPRO/Server Agent 

サーバー菅理の通報や監視を設定できます。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [ユーザー] を右クリックし、[新しい ユーザー] をタリックします。 

3. ユーザー名等を指定し、[作成]ボタンをクリックします。 



上記のパスワードは、管理者が一時的に作成したものであるため、運用に際しては次項 【 1.4.1. 1セキユ 
リティの設定を変更す る 】と [1.4.1.2 ユーザーのパスワードを変更す る 】の手順に従い、クライアント 
ユーザーにて変更することをお奨めします。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.4.1.1 セキュリティの設定を変更する 

クライアントからユーザーのパスワードを変更するには、事前に以下の手順でセキュリティの設定を変更 
する必要があります。 

1. 管理者 メニューの[ローカル セキュリティ ポリシー] をクリックします。 


热音理者メこ:!'- 


診断 

イベントビューアー 
パフォーマンスモニター 
Windows タスクマネージャー 

デバイスマネージャー 

システム情報 


り 

イベントログを確認できます。 

性能情報の採取や確認ができます。 

システムリソースの使用状況確認や実行中のタスク菅理がで 
きます。 

ハードウエアの状態を確認できます。 

システム情報を確認できます。 


-ini x| 

□ 


構成 


0' 

Windows Update 

更斩ブログラムをインストールできます。 


ブログラムと楔能 

ブログラムを管理でぎます。 


口 一カルユーザーとグルーブ 

ユーザーとグルーブを菅理できます。 


サービス 

サービスを菅理できます。 


タスクスケジューラ 

タスクのスケジュールを菅理できます。 


ネットワーク接続 

ネットワークを菅理できます。 


日付と時刻 

日付と時刻を設定できます。 


Windows ファイアウォール 

ファイアウォールを f 理できます。 


セキュリティが強化された Windows ファイ 

ファイアウォールの詳細な菅理ができます。 



t キュリ亍ィポリシーを菅理できます。 



サーバー菅理の通報や監視を設定できます。 




2. 左ツリーの [ローカルポリシー] をクリックし、 [セキュリティオプション] をダブルクリックします。 


度□一カルセキュリティ术リシー 


ファイル (£) 棵作⑻表示⑻ヘルブ ( H ) 


> 峰丨^ 1 _ 1 冀哆丨 13 園 

i セキュリティの設定 
田： ^ アカウントポリシー 


名 iBU a 

: i 監査ボリシー 


L +] 3 □ —方ルボ J シー | 

Windows ファイア | 
□ ネットワークリストマネ'-ジャーポリシー 1 
田 C 3 公 P 月キーのボリシー 
田 □ リフトウ： e アの制限のポリシー 
田 □ アブリケーション制御ポリシー 
田, 1* ip セキュリティポリシー（ローカルコンビュー 


立 ユーザ'-榷 利の！! 当て 


pi セキュリティオブシヨン 


田 CL 監査ポリシーの詳細な梅成 




丽 

監査ポリシ- 
ユーザー榷利の割り当て 


セキュリティオプション 
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iStorage NS の設定を行う 


3. [ネットワークアクセス：リモートからアクセスできる名前付きパイフ1をダブルクリックします。 


一カルセキュリティ术リシー 


-Ini x 


ファイル ( D 棵作⑻表示⑼ヘルプ (to 




^ セキュリティの設定 
a ^ アカウントポリシー 
B : ^ □一カルポリシー 
田 3 監査ポリシー 
田：^ ユーザー 榷利の害 IJ り 当て 
田！^ セキュリティオプション 
田 j セキュリティが強化された Windows ファイア 
□ ネットワークリストマネージャーボリシー 
田 C 3 公 P 為キーのポリシー 
田 12 リフトウ I アの制限のポリシー 
田 [2 アブリケーンヨン制御ポリシー 
田赛 ip セキュリティポリシー（ローカルコンビ： 

E こ監査 ポリシーの詳細な 橘 成 


ポリシ- 


[ セキュリティの設定 


,ドメインコントローラー:コンピューターアカウントのパスワードの変更を… 
S ] ドメインコントロ十:サーバーオペレーターがタスクのスケジュールを… 
0ドメインメンバ'-:コンピューターアカウントパスワード:定期的な変更… 
,ドメインメンバー:可能な埸合、セキュリティでイ呆_されたチャネル©デ… 

,ド少 f ンメンバー:可能な垠合、セキュリティで保護されたチゃネルのデ… 
0ドメインメンバー:強力な （Windows 2000かそれ以降のパ'-ジョン）… 
ドメインメンバー:最大コンピューターアカウントのパスワードの有効期... 
仏]ドメインメンバー:常にセキュリティで•保諸されたチVネルのデータをデジ... 
0ネットワークアクセス: Everyone のアクセスI午可を匿名ユーザーに適... 
©ネットワークアクセス: SAM ア; b ウントおよ U 共有の匿名の列挙を許- • 
私]ネットワークアクセス: SAM アカウントの匿名の列挙を許可しない 
©ネットワ-クアクセス:ネットワ-ク認!正の/ i： めにパスワ-ドおよ〇資格... 
0ネットワークアクセス:リモートからアクセスで•きるレジストリのパス 

末、 v 卜 □ 一り vjTizz： ijqp- 卜からア勹杪スで•含るしづストりのパスおよ n... 


ネットワークアクセス:リモートからアクセスで•きる名前付きパイブ 


1 VyHA 
木ット フー クアクセス 
.ネツトワークアクセス 


□〜刀ノレ厂刀ワント CU 丹有 ctz キユリ丁イ tT；) レ 

匿名でアクセスできる共有 
匿名の SID と名前の変換を i 午可する 


未定義 
未定_ 

無効 

有効 

有効 

有効 

30日間 

有効 

無効 

無効 

有効 

無効 

Syste m¥CurrentContro ISe •_• 
Syste m¥CurrentContro ISe ... 


クラシック- 
未定 _ 
無効 


□一カルユーサ… 


4. [ローカル ポリシーの設定]タブを選択して” SAMR " と入力し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 


ネゥトワークアクセス：リモートからアクセスできる名15付きパイブのブ□パティ 


□一カルポリシーの設定|説明| 

"II ネツトワークアクセス:リモートからアクセスで•さる名前付さパイプ 


liJSi 


gjaia 

~11 



Lj 


OK I キャンセル 適闬⑻ I 


以上で、セキュリティの設定が変更され、クライアントからユーザーのパスワードを変更できる状態にな 
りました。 
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iStorage NS の設定を行う 


1.4.1.2 ユーザーの パスワードを変更する 

以下の手順で、クライアントからユーザーのパスワードを変更します。 

1. クライアント PC で、 [ Ctrl + Alt + Del ] を押下します。 

2. [パスワードの 変更]ボタンをクリックします。 

3. 変更内容を下記の表を元に入力して [ OK ] ボタンをクリックします。 


項目名 

入力内容 

ユーザー 名 

パスワードを変更するューザー名 

ログオン先 

iStorage NS のコンピュータ ー名※ 

古いパスワード 

変更前のパスワード 

新しいパスワード 

新たに設定するパスワード 

新しいパスワード（確認入力） 

新たに設定するパスワードの再入力 


※コンピュータ ー名はキーボー ドより入力してください。 


r 


【注意】 


V 


パスワードの有効期限は初期設定では42日になっておりますので、お客様の 
ポリシーに合わせて適宜変更してください。 

パスワードの文字数は6文字以上である必要があります。また、パスワードに 
は、英大文字、英小文字、数字、記号の文字の4つの種類のうち3つの種類が 
使用されていなければなりません。 

J 


29 


















iStorage NS の設定を行う 


1.4.2 ローカルグループを作成する 

ここでは、以下の設定で iStorage NS 上に ローカルグループを 作成し、 ローカルユーザーを 所属させる手 
順について記載します。 


設定項目 

設定内容 

グループ名 

soumu-g 

説明 

任意 

所属するメンバー 

t-yamada 


1. 管理者 メニューの[ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


2. [グループ] を右クリックし、[新しい グループ] をタリックします。 

3. グループ名、説明を入力し、[追加]ボタンをクリックします。 



4. [ユーザー の選択]画面が表示されるので、[選択するオブジェクト名を入力してください]の欄に 
追加する ユーザーを 入力して[名前の確認]ボタンをクリックします。 

確認後、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の設定を行う 


5. [所属するメンバー]に追加したユーザーが表示されていることを確認して[作成]ボタンをクリッ 
クします。 



6. [閉じる]ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2 iStorage NS の共有領域を作る 


♦ 共有を作成する 

SMB 共有、 NFS 共有を作成する手順を記載します。 

♦ Windows クライアントからアクセスする 

Windows クライアントから SMB 共有をアクセスする手順を記載します。 

f \ 

【注意】 Windows Storage Server 2008 R 2 では、共有フォルダーに対する Windows 
98 、 Windows Me 、 またはそれ以前のオペレーティングシステムからのファ 
イル操作をサポートしておりません。 

V 」ノ 

♦ UNI ) (クライアントからアクセスする 

UNIX クライァントから NFS 共有をァクセスする手順を記載します。 

♦ FTP クライアントからアクセスする 

FTP 共有を作成し、 FTP クライァントからその FTP 共有をァクセスする手順を記載します。 

♦ Web クライアントからアクセスする 

HTTP ( Web ) 共有を作成し、 Web ブラウザからその HTTP ( Web ) 共有を作成する手順を記載しま 
す。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.1 共有を作成する 

iStorage NS では、[共有と記憶域の管理]から[共有の準備]ウィザードを起動し、以下の共有に関連する 
設定を1度で完了することができます。 

• SMB 共有 

• NFS 共有 

. ファイルサーバーリソースマネージヤーのクォータ 
• ファイルスクリーン 

• DFS 名前空間に共有を公開 

f \ 

【注意】 NFS 共有の設定を行う場合、事前に NFS のサービスを開始させる必要があ 
ります。詳しい設定手順については、【 管理者 ガイド（詳細編） 2.2.1 Server 
for NFS サービスの 起動 】をご参照ください。 


FTP 共有の作成については、本書の 【 2.4 FTP クライアントからアクセス する 】を、 HTTP ( Web ) 共有 
の作成については、本書の 【2.5 Web クライアントからアクセス する】を参照してください。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


ここでは、以下の設定内容で共有フォルダーを作成する手順を説明します。 


【SMB 共有】 


設定項目 

設定内容 

共有するフォルダー 

D:¥soumu 

NTFS アクセス許可 

administrators フルコントロール 

所有者フルコントロール 

soumu-g 変更 

Users 読み取り専用 

SYSTEM フルコントロール 

※親フォルダーからのアクセス権の継承は 

行わない 

SMB の共有名 

soumu 

ューザー数制限 

制限しない 

アクセスベースの列挙 

有効にする 

キャッシュの設定 

デフォルト設定 


[NFS 共有】 


設定項目 

設定内容 

NFS の共有名 

u-soumu 

エンコード 

EUC-JP 

アクセス許可 

読み取り • 書き込み 

ルートアクセスを許可する 

有効 
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iStorage NS の共有領域を作る 


1. 管理者 メニューの [共有と記憶域の管理]をクリックします。 


め音理者メニュー 


全般 


^jnjxj 



エクスプローラー 

エクスブローラー雄動で•きます。 

コマンドブロンブト 

コマンドブロンブト雄觔できます。 

ベイント 

ベイントを起動でぎます。 

メモ_ 

メモ帳 W 勅できます。 

コンビューターの首3里 

コンビューターの菅理を起觔できます。 

シス亍ム 

コンビューターのブロパティを確認できます。 

Windows ヘルプとサボート 

Windows ヘルプとサポートを起觔できます。 




役割/機能 



SMB 共有、 NFS 共有を菅理できます。 


HTTP 共有/ FTP 共有を管理できます。 

NFS 用サービス 

NFS サーバーを菅理できます。 

ADSIX ディター 

NFS の ID マッピングを確認でぎます。 

ファイルサーバーリソースマネージャー 

記憶域の容量制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

インデックスのオブシ3ン 

ファイル検索摘速化するためのインデックスを菅理できます。 

DFS の管理 

分敗ファイルシステムを管理でぎます。 

印别の管理 

ブリントサーバー槐理できます。 


(^1 


2. [操作]画面の[共有の準備]をクリックします。 


共有と記馆域 ( D 音理 


-\&\ x | 


^ ファイル (£) 棵作⑻表示⑼ウィンドウ ㈣ ヘルブ⑻ 


- Iff ! xl 


0[a 


ra 


共有と記悄域の苷理（□-カル)麗 共有と記憧域①音理（ローカル） 


共有|ボリュ-ム| 
4他©エントリ 



丨共有名 

[ブロトコル 

1 ローカルパス 

クォータ 1 

日 ブロト: U レ SMBU アイテム） 

妙 

ADMINS 

SMB 

C：¥Windows 



C $ 

SMB 

C ：¥ 


妙 

D $ 

SMB 

D ：¥ 


迄 

IPC $ 

SMB 




1 有と記馆域©音理 （0 -カル） 


別©コンビ: L - ターへ格続." 


記愤域の準備." 



共有の準備.. . | 


セッションの音理" • 

閉いているフ W ルの苷理… 


表示 

ここから新しいウィンドウ 

► 


最新の情報に更新 



ヘルブ 
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iStorage NS の共有領域を作る 


3. [場所]に共有フォルダーのパスを指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 



4. [はい、 NTFS アクセス許可を変更します]を選択し、[アクセス許可の編集]をクリックします。 


^ 共有フォルダーの準備ウイザード 


-[□1 xj 


[IP 


NTFS アク fe ス許可 


ス？9ブ： 

共有フォルダーの埸所 
NTFS アクセス許可 
共有プ〇トコル 
クォータポリシー 
ファイルスクリーンポリシー 
設定の確認と共有の作成 
確 IS 


NTFS アクセス許可を指定して、このフォルターに対して各:!'-ザーお、よ U 各クループがロー 
カルにアクセスする方法を制御します。共有フォルダーベのネットワークアクセスでは、 NTFS 
アクセス許可や、共有プロト]ルを使用するように構成された共有のアクセス許可ぺの制限 
を強化することで、ユーザーやクルーブに付与するアクセスレベルを定義します。 


パス⑻： 

|d：¥soumu 

このファルタの NTFS アクセス許可を変更しますか？ 

疒いいえ、 NTFS アクセス許可を変更しません (Q) 
p はい、 NTFS アクセス許可を変更します (。1 

NTFS アクセス i 午可を変更するには、 [7 クセスI午可©編集]をクリックします。 


I アクセスI午可の編集 (£)... 


讀 If 驟凝は、 「兹有二鹏位許-可■を罝理す 


く前へ (E)」l 〉欠へ (M)> |キャンセル j 
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iStorage NS の共有領域を作る 


フルコント□ール 
変更 

i 売み取りと実行 

フォルダーコンテンツの一 M 表示 
誇み取り 


Slflf 溫ま潔謹を表■は 、 — 1 謹 ■ ■ 


ア勹トス制衍 Pk ア勹卜 7J キ耵の註細存砉壬しまも 


キャンセル 


適用⑻ 


6. [選択するオブジェクト名を入力してください]に “soumu-g” と入力し、[名前の確認]ボタンをク 
リックします。名前を確認したら [OK] ボタンをクリックします。 


ー ザ'-またはグルーブ ® s 択 


オブジ d 卜の種類 ( D 逞択 ( S ): 


「ユーザへグルーブまたは If ルトインセキュリティプリンシパル 

埸所の指定 (£): 


(FILESV1 


逞択するオブジ1外名を入力してく饺い (»(£)： 


FILESV1¥soumu-e 


詳細設定⑻.- 


オブジ妁卜®植類(0).. 


場所0)... 


名前®確1级0) 


キやンセル 




5. [ 追加】 ホタンをクリックします。 


sou mu ©アクセス许可 


セキュリティ| 

クルー プ名または ユーザー 名 (0): 


^CREATOR OWNER 


fi» SYSTEM 

si Administrators (FILESV1¥Administrators) 

典 ^ Users (FILESV1¥Users) 

追加(2)... 】 — 則除 ( B ) 」 

CREATOR OWNER のアクセス許可 (£) i 午可 拒否 


□ □□□□ 

nnnnn 
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iStorage NS の共有領域を作る 


フル]ントロール 

| 変更 

若元办取リこ丟 rr 

フォルダーコンテンツの一覧表示 
読み取り 


OK J キゃンセル _適用 ( B ) 


i 織をス Mf ■表示撼 


詳細設定 ㈤ 


アりセス制御とアウセス i 牛可の註細を表示します。 


» CREATOR OWNER 
*1 SYSTEM 

Admin istrators (FIL ESV 1 ¥ Admin istrators ) 

^ soumu-g (FIL ESV 1 ¥sou mu - g ) 

絶 Users ( FILESV 1¥ Users ) 

_il 加 ( D )... 」 削 P 余 ( B ) | 

soumu-g のアクセス許可 (£) 許可 拒否 


セキュリティ| 

クループ名またはユーザー名 ( Q ): 


xJ 


7. 追加した “ soumu - g ” で“変更”の許可を有効にして[適用]ボタンをクリックし、[詳細設定]ボタ: 
をクリックします。 


soumu のアクセス許可 


□ □□□□ 

n ^^-00 
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iStorage NS の共有領域を作る 


Administrators (FILESV1¥Ad... フルコント□ール く継承なし〉 

soumu-g (FILESV1¥soumu-g) 変更 く継承なし〉 

Users (FILESV1¥Users) 特殊 く継承なし〉 

Users (FILESV1¥Users) 読み取りと実行 く継承なし〉 


このフォルター、サブフォルタ '- お … 
このフォルダー、サブフォルダーお ¬ 
このフォルダーとサブフォルダー 
このフォルダ '- 、サブフォルダーお ... 


SYSTEM 


フルコント□ール 


く椎承なし〉 


: のフオルタ ‘ 一、サカオルターお ... 


追加 (D)... _ _ 編集 (£)... _|_ 則除 (E) 


fr このオブジ I クトの親からの枇承可能なアクセス許可を含める ① | 


ア勹 • ドス许玎 TV トリ爸珅 


0K ] キャンセル」 — 適用 ⑻_ 


9. 以下のダイアログボックスが表示されたら、[追加]ボタンをクリックします。 


Windows セキュリティ 


f 告:続行すると、親から継承可能なアクセス許可紙このオブジ I クトに対しては適用さ 
界なくなります。 

-親から継承されたアクセス許可を変換し、明示的なアクセス許可としてこ®オブジ1外 
に追加するには、随加]をクリックしてください。 

-親から継承されたアクセス許可をこのオブジ：£外から則除するには、削除]をクリックし 
て游い。 

-継承の設定をここで変更しない埸合は、[キャンセル]をクリックしてください。 

[ jUiiW — | ^リ除 ( B ) 」_キャンセル J 


8. [このオブジェクトの親からの継承可能なアクセス許可を含める]のチェックを無効にします。 


sou mu のセキュリティ ( D _ Sl 設定 


アクセス許可 | 所有者 | 

アクセス許可エントリの詳細を表示または編集す 5 には、エントリを逞択してから、 [ 偏集 ] をクリック U ： ください。 

アクセス許可エントリ (D: 

I アクセス許可 ns^ nils - 


CREATOR OWNER 


く継承なし〉 


サブフォルターとファイルのみ 


「 □ 「 □ HT 「□ 

午午午午 

1 = 0 IMO =5 IMD 


1 
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iStorage NS の共有領域を作る 


users ^riLtov i?usersj 

CREATOR OWNER 
SYSTEM 


5 冗办只乂リこ夫 1 了 

特殊 

フルコント□ール 


V - TEEW ^ U / 

く継承なし〉 
く維承なし〉 


し W ノ万ルツ-、リノノ:3■ルツ— « D ... 

サブフォルダ'-とファイルのみ 
このフォルダへサブフォルダーお… 


追加 ( D )... 編集 (£)... 則除 ( E ) I 

r このオブジ I クトの親からの継承可能なアクセス許可を含める (P 
ア勹セス許可 T ノトリ①耷理 

I 0 K 1 キャンセル 」 適用⑻ I 


11.[0 K ] ボタンをクリックしてアクセス許可画面を閉じ、[次へ]ボタンをクリックします。 


10. [アクセス許可エントリ]欄から [ Users ( FILESV 1¥ Users )] の“特殊”エントリを削除し、 [ OK ] ホ 
タンをクリックします。 


のセキ: lU ティの酵$ 1 設定 


2 SJ 


アクセス許可|所有者 I 

アクセス許可エントリの詳細を表示または編集 t るには、エントリを逞択してから、[偏集]をクリックしてください。 
アクセス§午可エントリ ( D : 


類 1=名前 


I アクセス許可 


I 拙承元 


I 適用先 


許可 

1^11 


Administrators ( FILESV 1¥ Ad ... フルコント□ール 

•~：ni jmn-F i'j- Tl h! -i 'u'jmi j-g l 古 . 串 


く継承なし〉 


このフォルダ'-、サブフォルターお… 


Users (FILESV1¥Users) 


く批承なし〉 


このフォルターとサブフォルダ- 


D J 可可 

十午午 

IO …〇 …〇 
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iStorage NS の共有領域を作る 


12. [ SMB ] と [ NFS ] のチェックボックスを有効にし、それぞれの共有名を入力して[次へ]ボタンをク 
リックします。 


_ 共有フォルダーの準イザード 


M 撤^ 

ユーザーがこの共有フォルダーへのアクセスに使用するプロトコルを逞択します。 


共有フォルダ-の埸所 
NTFS アウセス許可 
共有ブロトコル 
SMB 設定 
SMB アクセス許可 
NFS i 交証 
NFS アクセス許可 
クォータポリシ^ 

ファイルスクリーンポリシー 
DFS 名前空間ぺの発行 
設定の確認と共有®作成 
確認 


\W SMB ( S ) | 

共有名_ 

jsoumu 

共有パス ㈤ ： 
|¥¥ FILESV 1 ¥soumu 

■ R NFS (£) ■ 

共有名 
|u-soumu 

共有パス ( B ): 

|¥¥ FIL Eb V 1 ¥ u-sou mu 


^JnJxJ 


< 前へ (£) 」【 )^( N )"> J キ V > lZ ル j 


13. [説明]欄に必要に応じて入力し、[詳細設定]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


14. [アクセスベースの列挙を有効にする]を有効にし、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



15. [次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


16. [ユーザーと グループはカスタムの共有のアクセス許可を 持つ] を選択し、[アクセス 許可] ボタン 
をクリックします。 



17. Everyone に"フルコントロール”の "許可” の アクセス権を設定し、 [0 K 】 ボタンをクリックし ます。 



18. [次へ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


19. [マップされ ていないユーザーアクセスを有効にする]のチェックを無効にし、 [次へ] ボタンをタリ 
ックします。 



20. [グループと ホストのアクセス許可]欄の、” ALL MACHINES” を選択し、[編集]ボタンをクリックし 
ます。 


共有フオル9一の準«ウイザード 




№5ァ勿^ス許可 


スわブ： 

共有フォルダー①塌所 
NTFS アクセス 許可 
共有ブ〇トコル 
SMB 設定 
SMB アクセス許可 
NFS □正 
NFS アクセス許可 
クォータポリシー 
ファイルスクリーンポリシー 
DFS 名前空間ぺの発行 
設定の確誌と共有の作成 
確認 


共有フォルダーへの NFS ベースのアクセスについて共有のアクセス許可を指定します。共有 
フォルダーへのネ补ワークアクセスで•は、共有のアクセス許可や NTFS アクセス許可への制 
P 艮を強化す5ことで、ユーザーやク'ルーブに付与するアクセスレベルを定義します。 


共有パ雕 
[¥¥ FILEbV 1 ¥ u-soumu 

クルーブとホストのアクセス許可(③： 

名前 _ 「エンコ-ド 「アクセス _ I ルートアクセス 

Default 


^LL MACHINE ... ANSI _ 読み取り専用_許可しない 


追加⑻ ... || 編集 ( D ... J 上へ ( U ) | 下へ 0) I 則除 (B 


魏■器駿つ⑽、 「共有フオルトの 7 クセス許可を百理す 




く前へ (£)」l ； WN )> J キャンセル」 
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21. エンコード、 アクセス許可の設定を行い、 [0K] ボタンをクリックします。 



22. [次へ]ボタンをクリックします。 

23. この共有フォルダーで、フォルダー単位のクォータを設定する場合は、[クォータの適用]のチヱッ 
クボックスを有効にし、テンプレートを選択して[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


24. この共有フォルダーで、拡張子によるファイルスクリーニングを行う場合は、[ファイルスクリー 
ンの適用]のチェックボックスを有効にし、テンプレートを選択して[次へ]ボタンをクリックしま 
す。 



25. この共有フォルダーを既存の DFS 名前空間に追加する場合は、必要に応じて設定を行い、[次へ]ボ 
タンをクリックします。 


m 共有フォルダ ー©準«ウィザード 


_| DFB 名前空間ぺの発行 

スわブ： 

共有フォルダーの埸所 

NTFS アクセス許可 

共有ブロトコル 

SMB 設定 

SMB アクセス 1 午可 

NFS 觀正 

NFS アクセス許可 

既存の名前空間およ U 名前空間に作成す5フォルダーを指定して、 DFS 名前空間に 

SMB 共有を発行できます 0 名前空間パスの最後のフォルタ'一に、フォルダーターゲットとし 
て新しい共有が設定されます。 

r DFS 名前空間への SMB 共有の発行 (u) 

名前空間で•の親フォルダー (£): 

| #PS(B)„ 

例:¥¥ Do ma in¥ Na me¥ Fo Ider 

新規フォルダ—名 (E> 

クォータポリシー 

厂 

ファイルスクリーンポリシー 

m く名前〉またはく新規フォルト〉¥ く名前〉 

DFS 名前空間ベの発行 

名前空間パスのブレ e: ュー(砂 

設定の確 IS と共有の作成 

厂 

確$ 



DFS 名前空間の詳細については、 「 名前空間」 を参照してくださ〇。 

<前へ (0 1 ) WN )> 1 キャンセル」 
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26. 設定内容を確認し、正しい場合は[作成]ボタンをクリックします。 



27. 正しく設定が完了した場合は、以下のように表示されます。[閉じる]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.2 Windows クライアントからアクセスする 

ここでは NET USE コマンドを 使用してアクセスする方法について記載します。 


1. クライアント PC で コマンド プロンプトを起動します。 

2. 以下の構文でコマンドを入力して Enter キーを押下します。 


net use <ドライブ:>¥¥<コンピューター名または IP アドレス>¥<共有名> 

例えば、以下のコマンドを実行すると、コンピューター名： FILESV1 の共有名： soumu が、クラ 
イアント PC の G ドライブに割り当てられます。 

net use g: ¥¥filesv1¥soumu 


f 


V 


【注意】クライアント PC でログオンしている ユーザー名とパスワードが、 ドメインコ 
ントローラや iStorage NS に登録されている ユーザーと 異なる場合は、 ユーザ 
一名とパスワードの入力を要求されますので、画面の指示に従って入力してく 
ださい。 


3. コマンド正常終了のメッセージが表示されたら、コマンドプロンプトを閉じます。 

クライアント PC の マイコンピューター またはエクスプローラーに、項番 2 で指定したドライブが追加さ 
れています。このドライブを開くと、共有領域にアクセスすることができます。 
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2.3 UNIX クライアントからアクセスする 

UNIX クライアントから NFS プロトコルを使用して iStorage NS 上の共有フォルダーにアクセスするこ 
とができます。複数の UNIX クライアントから iStorage NS 上の共有フォルダーにアクセスする場合は、 
NIS サーバーを使用し、 UNIX と Windows ユーザー/グループをマッピングします。 

また、 iStorage NS がドメインに参加している場合は、 Server for NIS を利用することで、ドメインコント 
ローラ 上での ユーザー 管理が容易になります。 

詳しくは、 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.2 UNIX クライアントからアクセス する 】を参照してください。 

ここでは、ドメイン環境において、 Windows Server 2008 R 2 のドメインコントローラ上で Server for NIS 

を利用している環境での、 NFS 共有のアクセスについて説明します。 


2.3.1 ID マッピングソリューションを選択する 

1. 管理者メニューから[共有と記憶域の管理]を起動し、操作画面の [NFS 構成の編集]をクリック 
します。 



^ tH トマネ- (FILESVI) 
日を役割 

田穿 f Active Directory ライトウ r 
田 旁. DHCP サづ卜 
田 穿 ， Web サーバ' ■ (IIS) 

日 g ファイルサ4!!ス 


民有と記悄域の i 理 


田ミ DFS の管理 
田海印刷とドキュメントサ-ビス 
田_ i 能 
田知診断 
田橘成 
田£5記悄域 


共有と記馆域の管理 


共有1ボリュ-ム1 


4 f 固のエントリ 


^ 記悄域の準備... 

q ： 共有の準備... 

共有名 ブロトコル□-カルパス クォ-タファイル ... i 


日 ブ0 卜 : UkSMBU アイテ ZJ 

セッションの苷理… 

PA 、 ているファイルの管理... 

职 ADMIN$ SMB C:¥ Windows 

期 C$ SMB C：¥ 

NFS « 成の編集.- 

掛 i D$ SMB D：¥ 

表'下 ► 

^ 最新の情更新 

B ヘルブ 

S IPC$ SMB 
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2. 右画面の [ ID マッピングウイザード]を選択します。 



3. ID マッピングセットアップウイザードが起動しますので 、 [Active Directory から ID マッピングを 

取得する]を選択します。 
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4. [Active Directory ドメインまたは互換性のあるデイレクトリ サービス] 欄に、ドメイン名を入力しま 
す。 



5. 確認の画面が表示されますので、 [0 K ] ボタンを押下し、ウイザードを終了します。 
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2.3.2 UNIX クライアントからアクセスする 

UNIX クライアントから NFS 共有フォルダーにアクセスするためには、管理者権限がある UNIX ユーザー 
にてマウントコマンドを実行し、 NFS 共有フォルダーをローカルフォルダーにマウントします。以下にマ 
ウントコマンドの実行例を示します。 


mount -t nfs [iStorage NS の IP アドレス]: [NFS 共有 名][マ ウントポイント ] 


【補足】 mount コマンドの詳細はクライアント側のマニュアルにてご確認ください。 

I J 
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2.4 FTP クライアントからアクセスする 

2.4.1 FTP サイトを作成する 

FTP サイトの設定は、 [MS (インタ'—ネットインフォメ 1 ーシヨンサ'—ビス）マネ'—ジャ'— ] から行います。 
ここでは、 FTP サイトを作成し、その仮想デイレクトリを作成する手順を以下の設定内容に基づき説明し 
ます。 

【FTP サイト】 【仮想デイレクトリ】 


設定項目 

設定内容 

サ' —ノ く' — 名 

FILESV1 

FTP サイト名 

Default FTP Site 

物理パス 

D:¥Default FTP 


設定項目 

設定内容 

サーバー 名 

FILESV1 

エイリアス 

soumu 

物理パス 

D:¥soumu 


1. 管理者 メニューの [IIS マネージヤー】 をクリックします。 


热 苷理者メこユ ー 


全般 


-Lnh 


ェクスプロ、 


コマンドブロンブト 

ベイ'ノト 

メモ帳 

コンビューターの管理 

システム 

Windows ヘルブ^■サポー 


役割/機能 


エクスブローラーを起勅でぎます。 

コマンドプロ'ノブトを起觔できます。 

ベイ'ノトを起勅できます。 

メモ帳を起觔できます。 

コンビューターの菅理を起動でぎます。 

コンビューターのブロパティを確認でぎます。 
Windows ヘルプとサボートを起動できます。 




SMB 共有、 NFS 共有を菅理できます。 


HTTP 共有/ FTP 共有を f 理できます。 


NFS サーバーを菅理できます。 

ADSIX ディター 

NFS の 1D マッピングを確認できます。 

ファイルサーバーリソースマネージヤー 

記惜域の容星制限、拡張子制限、使用状況確認等がでぎま 


す。 

インデックスのオブシ3ン 

ファイル栈索摘速化するためのインデックスを管理できます。 

DFS の管理 

分散ファイルシステムを菅理できます。 

印別の f 理 

ブリントサーバー錄理できます。 



si 
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2. 左ツリーのコンピューター名のノードを展開し、[サイト]を表示します。 



3. [サイト]を右クリックし、 [ FTP サイトの追加]をクリックします。 
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4. [FTP サイトの追加]で、 FTP サイト名と物理パスを指定し、 [次へ] をクリックします。 



5. FTP 接続を許可する自身の IP アドレスを選択し、 SSL の項目を必要に応じて選択した後、 [次へ] ボ 
タンをクリックします。 
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6. 認証および承認の情報を必要に応じて指定し、[終了]ボタンをタリックします。 



以上で FTP サイトが作成されました。続いて、仮想デイレクトリを作成します。 

7. 上記で作成した FTP サイトを右クリックし、[仮想デイレクトリの追加]をクリックします。 


、インターネ 9 トインフォメーションサービス （ ns) マネー 5 ャー 


. | « ► FILESV1 ►サイト ► 

ファイル (F) 表示 (V) ヘルブ (H) 


接篇 


^ y i^> 


スタートページ 
B FILESV1 (FILESVIMAdministr; 
^アブリケーシヨンブール 
::。—サ仆 

由.. • WebRDP 
由. 


サイト 


フィルタ-: 

▼ 桉尹」 ' 与 

名前 ' [id 

1状態 ^ [ 

秦 Default FTP Site 2 

聞始済み (f-. 

❺ WebRDP 1 

聞始済み (h... 




I クスプ□ーラー 
アクセス I 午可の谝集.. 


' |アブリケーシヨンの追}) D ... 

，: 仮想ディレクトリの追加 

パインド®編集... 
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8. 仮想ディレクトリのエイリアス （ FTP 共有名）と物理パスを指定し、 [0 K ] をクリックします。 



以上で、仮想ディレクトリが作成されました。 

2.4.2 FTP クライアントからアクセスする 

FTP 共有へのアクセスには、 FTP クライアントソフトウェアを使用します。アクセスの方法については、 
各ソフトウェアの使用方法に従ってください。例えば、 Windows クライアントから Internet Explorer を使 
用し FTP 共有フォルダーにアクセスするには、以下の URL をアドレスパーに入力します。 

ftp :〃 <iStoraae NS の IP アドレスまたはコンピューター名 >/< FTP 共有名〉/ 
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2.5 Web クライアントからアクセスする 

HTTP ( Web ) 共有は 、 [IIS (インターネットインフォメーションサービス）マネージヤー] から設定を行い 
ます。ここでは、以下の設定で HTTP ( Web ) 共有を設定する手順を説明します。 


設定項目 

設定内容 

コンピューター名 

FILESV 1 

サイト名 

Shared holders 

Web サイトのパス 

D:¥WebDAV Shared 

ポート番号 

15000 

エイリアス 

soumu 

共有の物理パス 

D :¥ soumu 

認証方法 

Windows 認証 

WebDAV 認証 

すべてのコンテンツ 

すべての ユーザーに 読み取り/書き込み 
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2.5.1 新規サイトを作成し、 WebDAV と認証方法を設定する 

1. 管理者 メニューの [IIS マネージヤー] をクリックします。 


音理者メニ:!一 


全般 

0 

エクスプローラー 

エクスブローラーを起勅でぎます。 

コマンドブロンブト 

コマンドブロ'ノブト雄觔できます。 

ペイント 

ベイ'ノトを起勅できます。 

メモ 帳 

メモ帳を起勅できます。 

コンビューターの 管理 

コンビューターの菅理を起動でぎます。 

システム 

コンビューターのブロパティを確認で•ぎます。 

Windows ヘルプとサボート 

W indows ヘルプとサポートを起動できます。 

役割/機能 

0 


SMB 共有、 NFS 共有を管理できます。 


HTTP 共有/ FTP 共有を菅理できます。 


NFS サーバーを管理できます。 

ADSIX ディタ'- 

NFS の D マッピングを確認できます。 

ファイルサーバーリソースマネージャー 

記憶域の容星制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

インデックスのオブシ 3 ン 

ファイル栈索を高速化するためのインデックスを菅理できます。 

DFS の f 理 

分散ファイルシステムを菅理できます。 

印刷の管理 

ブリ'ノトサーバーを菅理できます。 


2. 左ツリーのコンピューター名のノードを展開し、[サイト]を右クリックして [Web サイトの追加]を 
クリックします。 


层 インターネ5トインフオメ'-シヨンサービス （ ns > マネージャー 


フ W ル ( F ) 


； A 1 ► FILESV 1 ►■サイト > 


表示( V )ペルブ ( H ) 


接篇 


C- ^ 


I® Ifc 


r ^| ストトぺ -5 

白... FILESV 1 (FILESVWAdminisH 
アプリケーションブール 

田.— 


y ^ i サイト 

フイルター： 


名前 


JlD 


^ WfthRf 


Web サイトの追加... 


^g} 最新の惜報に更新 ( R ) 

9 


FTP サイトの追加.., 


，ニコンテンツビュー(こ切り替え 
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3. 必要項目を設定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



f -^ 

【注意】ファイアウォールを有効にしている場合、管理者メニューの[セキュリテイが強 
化された Windows ファイアウォール]より、指定したポートを開放する必要があ 
ります 0 詳しい設定手順については、【 管理者 ガイド（詳細編） 2.4.1 特定のポ 
ートを開放す る】をご参照ください。 

V J 

4 . 作成した Web サイトをクリックし、中央画面の [WebDAV オーサリング規則]をダブルクリック 
します。 


、インターネゥトインフォメーションサービス （ ns ) マネージヤー 


©■〇 I 兔 


FILES VI ►サイト ► Shared Folders 


] 辺 


ファイル (F ) 表示( V )ヘルブ ( H ) 


-!□! x | 
1參- 


I へ I 蛱 


スタートぺ'-ジ 

|分| FILES VI (FILESV1¥Administrc 
Q アブリケーシヨンブール 
日…^]サイト 
由 0 WebRDP 


0 


Snared rolders ホーム 


フィルタ'-: [ 

R 」検索 (Q) ▼通すベて表示⑻ 


ns 




避 


1 声 


㈣ 答峰 1 P7 » ▲卿 

MIME の種類 




a] 

一 

SSL 設定 

we， y ▲サリン 

Iラーページ 


m 

~^r 

4i 



ェクスブローラー 
アクセス許可の編集... 


サイトの編集 

バインに 
H 基本設定... 


アブリケーンヨンの表示 
仮想ディレクトリの表示 


Web サイトの苷理 

^ 再起觔 

¥閉始 
■ 停止 


Web サイトの参暌 

圄 *： 15000 (http) #PS 
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5. [操作]画面の [ WebDAV の有効化]をクリックします。 



6. [操作]画面の[オーサリング規則の追加]をクリックし、”すべてのユーザー”、"読み取り”、”書き 
込み”を有効にして [0 K ] ボタンをクリックします。 
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7. 左ツリーから作成した Web サイトを選択し、中央画面の[認証]をダブルクリックします。 



8. “ Windows 認証”を選択し、[操作]画面の[有効に する] をクリック します。また、 同様の手順で、 
匿名認証”を無効に します。 
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2.5.2 HTTP ( Web ) 共有を作成する 

1. 左ツリーから作成した Web サイトを右クリックし、[仮想ディレクトリの追加]をクリックします。 


、インターネゥトインフォメーションサービス （ ns ) マネージャー 

— 

Q k FILESV 1 ►サイト ► Shared Folders ► 

ファイル (F) 

表示(V )ヘルブ ( H ) 


接耪 


t.y ia I 说 


*3^ スター ト ページ 
0… 4 FILESV1 (FILESV1¥Administrc 
!…^アブリケーシヨンブール 
白…逆サイト 

WebRDP _ 

白.. •❿— 


Shared Folders 


^ 認証 

クループ化：グルーブ化なし 

名前 ▲ _ 

ASP.NET 偽装 
Windows 1511 
タイり t ス HS 証 


A ェウスブロ十 

アクセス許可の編集.. 


〇 アブリケーンヨンの追力 D... 


L 仮想ディレクトリの追加... | 

パインドの編集... 

2. エイリアス （ http 共有名）と物理パスを指定し、 rOK ] ボタンをクリックします。 
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3. 


左ツリーから作成した共有 “ soumu ” をクリックし、中央画面の [ WebDAV オーサリング規則]を 
ダブルクリックします。 



ファイル© 表示⑼ヘルプ ( ii ) 


接转 

蟓 ▼ , 1231 畝_ 

;%スタートぺーソ 

S FILESV1 (FILESV1¥Administrc 

! . J } アブリケーシヨン ブール 

日… d サイト 

El-# WebRDP 
白 分 Shared Folders 
由' S B 



soumu ホーム 


フィルター： 

検索⑼ ▼ 

* メ J J — 〆 —i〆 

定 



ns 




■応答へット1溫4胸 

MIME の種 

% 



SSL 設定 

WebDAV オーサリン 
ヴ規則 

エラーペー 


4. “ すべてのユーザー”、 “読み取り、書き込み”と表示されていることを確認します。 





ービス （ ns 〉 マネージャー 


产 」 ► FILES VI ► サイト ► Shared Folders ► soumu ► 


ファイル® 表示⑻ヘルブ⑻ 


mm 


蝝 ▼ U |2 j 1软 


WebDAV 才-サリンヴ規則 


棵作 


オーサリンイ 


：-%|スタ-トペ-ジ 

白 ^! FILESV1 (FILESV1¥Administra 

: . Q アブリケーシヨンブール 

- サイト. 

田 知 WebRDP 
日 ® Shared Folders 
田 ^! soumu 


織職 r の 7 ■承疆麵則 を 指定撼 この 


K 7 1 1一卄一 

沿宝 II 

1 T 7/1+71 

li * fAXCDl - tf - 


売み取り.害き込み 


WebDAV 

# ヘルブ 
わライン 
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2.5.3 HTTP ( Web ) 共有にアクセスする 

iStorage NS 上の HTTP (Web) 共有へアクセスするには、 WebDAV に対応したクライアントソフトウェ 
アを使用します。アクセスの方法については、各ソフトウェアの使用方法に従ってください。 

ここでは、 Windows XP クライアントにてネットワークプレースを追加し、 HTTP (Web) 共有フォルダ 
一にアクセスする手順について説明します。 

1. クライアント PC にて、 [スタート]-^ [マイネットワーク] — [ネットワークプレースを 追加す る] 
を クリックします。 

2. [ネットワークプレースの 追加 ウイザード]が 起動しますので、 [次へ]をクリック します。 
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3. [次へ]をクリックします。 



4. [インターネットまたはネットワークの アドレス] 欄に、以下の URL を入力し、[次へ]をクリック 
します。なお、ポート番号はサイト作成時に指定した値を入力します。 

http :〃 <iStoraae NS の IP アドレスまたはコンピューター名 >:< ポート番号 >/< HTTP 共有名> 
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5. iStorage NS のユーザー名とパスワードを入力し、 [0 K ] をクリックします。 



6. [このネットワークプレースの名前を入力してください]欄に、任意のネットワークプレース名を 
入力し、[次へ]をクリックします。 
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7. [完了]をクリックします。 



8. ユーザー名とパスワードを要求されるので、入力後 0 K をクリックすると 、 HTTP ( Web ) 共有のフ 
オルダーにアクセスすることができます。 
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【補足】 

上記手順実施後は、 [エクスプローラー]の[マイネットワーク] 配下に 、 HTTP ( Web ) 共有フォルダー 
が追加されます。以降 、 HTTP ( Web ) 共有フォルダーに アクセス する場合は、こちらから アクセス でき 
ます。 
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3 iStorage NS の共有領域を管理する 


♦ アクセス権を管理する 

SMB、NFS などの共有のアクセス権を設定.変更する手順について説明します。 

♦ ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポート機能を使用して iStorage NS のディスクの使用状況をレポートとして配信しま 
す。 

♦ 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 

DFS 機能を使用して複数サーバーの共有を仮想的に1台のサーバー配下に統合し、共有フォル 
ダーへのアクセスの簡素化を図ります。 

♦ ディスクスペースを有効活用する 

SIS 機能を使用して同ーボリューム内の重複するフアイルを1つにまとめることで、ディスクス 
ペースを節約することができます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1 ァクセス権を管理する 

3.1.1SMB 共有のアクセス権を管理する 

SMB 共有のアクセス権には、共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権があります。 
共有レベルのアクセス権はネットワークアクセス時に適用されるアクセス権で、ファイルシステムのアク 
セス権は、共有フォルダー内のフォルダーやファイルに適用されるアクセス権です。この 2 つのアクセス 
制御を組み合わせることで、細やかなァクセス制御を行うことができます。 

例えば、共有フォルダーやファイルに対し、グループ A のユーザーにはフルコントロールの許可を与え、 
グループ B のユーザーはフォルダーやファイルを開くことしかできない（読み取りのみ）等の設定もでき 
ます。 

3.1.1.1 共有レベルのアクセス許可 

以下の表では、アクセス許可のレベルごとに可能な操作を記載しています。 


アクセス許可 

許可する内容 

フルコントロール 

すべての変更許可に加え、アクセス許可の変更 (NTFS ファイ 

ルおよびフオルダ'一のみ） 

変更 

すべての読み取り許可に加え、ファイルとサブフォルダーの追 

カロ、ファイル内容の変更、サブフォルダーとファイルの削除 

読み取り 

ファイル名とサブフォルダー名の表示、ファイルデータの表 

示、プログラムの実行 


SMB 共有の設定は、サーバーマネージャーの[共有と記憶域の管理]で、ウイザードを使用して NFS 共 
有やクォータの設定などと同時に行うことができます。共有レベルのアクセス権の設定については、本書 
の 【2.1 共有を作成す る】 を参照してください。 
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3.1.1. 2ファイルシステムレベルのアクセス許可 

以下の表で、アクセス許可のレベルごとに可能な操作を記載します。 


アクセス許可 

許可する内容 

フルコントロール 

変更の許可に加え、サブフォルダーとファイルの削除、ァクセス許可 

の変更、所有権の取得 

変更 

フォルダーのスキヤンとファイルの実行、フォルダーの一覧/データ 

の読み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、ファイルの作成 

/データの書き込み、フォルダーの作成/データの追加、属性の書き込 

み、拡張属性の書き込み、削除、ァクセス許可の読み取り、同期 

読み取りと実行 

フォルダーのスキヤンとファイルの実行、フォルダーの一覧/データ 

の読み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、ァクセス許可の 

読み取り、同期 

フオルダーの内容の一覧表示 

フォルダーのスキヤンとファイルの実行、フォルダーの一覧/データ 

の読み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、ァクセス許可の 

読み取り、同期 

読み取り 

フォルダーの一覧/データの読み取り、属性の読み取り、拡張属性の 

読み取り、アクセス許可の読み取り、同期 

書き込み 

ファイルの作成/データの書き込み、フォルダーの作成/データの追 

カロ、属性の書き込み、拡張属性の書き込み、アクセス許可の読み取り、 

同期 


3.1.1.2.1. ファイルシステムレベルのアクセス権を設定する 

ファイルシステムレベルのアクセス 権は、[共有と記憶域の管理]で共有を作成する際に同時に設定するこ 
とができます。詳細は本書の [2.1 共有を作成す る 】を参照してください。 

ここでは、既存の共有に、以下の設定内容でアクセス権を追加する手順を説明します。 



設定内容 

共有フォルダー 

soumu 

アクセス許可 

eigyo - g グループ：変更 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


1. 管理者 メニューの [共有と記憶域の管理]をクリックします。 


_ 音理者メ ニ: L 一 


全般 



エクスプローラー 

コマンドブロンブト 

ペイント 

メモ帳 

コンビューターの管理 

システム 

Windows ヘルブとサポー 


共有と記憶域の管理 


ns マネージャー 

NFS 用サービス 

ADSIX ディター 
フアイ J レサーバー 


エクスブローラーを起勅でぎます。 

コマンドブロ'ノブト極觔できます。 

ベイントを起勅できます。 

メモ帳を起觔できます。 

コンビューターの菅理を起動でぎます。 

コンビューターのブロパティを確認でぎます。 
Windows ヘルプとサボートを起動できます。 


SMB 共有、 NFS 共有を f 理できます。 
HTTP 共有/ FTP 共有を f 理できます。 
NFS サーバーを f 理できます。 

NFS の 1D マッピングを確認できます。 



野■翻限、拡張子制限、匪況纖ができま 


インデックスのオプション 

DFS の管理 

印刷の f 理 


ファイル栈索摘速化するためのインデックスを菅理できます。 
分散ファイルシステムを菅理できます。 

ブリントサーバー槐理できます。 


蟲 


2. 設定を変更する共有をダブルクリックします。 


?! 共有と記馆域の皆埋 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


フルコントロール 
変更 

I 売み取りと実行 

フォルダーコンテンツの一覧表示 
読み取り 


特殊なアクセス許可または詳細設定を表示するには、 
S 絲 ffl 設定 ] をクリックします。 

ア勹ヤス制側トアりセス i 牛玎の註•細奋表示します。 


詳細設定 0¢ 


sou mu のアクセス許可 


xJ 


セキュリティ | 

クループ名またはユーザー名 ( Q ): 


rnSYSTEM 

9 soumu-g (FILESV1¥soumu-g) 


フ Administrator (FIL ES V1 ¥ Ad m in istrator) 


Administrators (FILESV 1¥Administrators) 


追加 ( 辺 -. 

削除 (B) | 


SYSTEM のアクセス許可 (E) 


許可 


拒否 


3. [アクセス許可]タブを選択し、 [ NTFS アクセス許可]ボタンをクリックします。 



4. [追加]ボタンをクリックします。 


OK J キャンセル 


□ □□□口 

0 0 0 0 0 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


g 冗办似リこ夫 rr 

フォルダーコンテンツの一 M 表示 
塞売み取り 


定を表 通は 、 | 
アウセス制御とア勹セス許玎①註糸田を表示しま す。 


キゃンセル 


適用⑻ 


[0K] ボタンをクリックしてプロパティ画面を閉じます。 


5. [選択するオブジェクト名を入力してください]に “ eigyo - g ” と入力し、[名前の確認]ボタンをクリ 
ックします。入力した” eigyo - g ” に場所の指定が付与された表示となります。オブジェクト名を確認 
したら、 [〇 K ] ボタンをクリックします。 



6. “変更”の“許可”のチェックボックスを有効にし、 [0K] ボタンをクリックします。 


R soumu ©アクセス許 


セキュリティ I 

グルーブ名またはユ - ザ - 名 (0): 

^ SYSTEM 

soumu-g (FILESV1¥soumu-g) 

? Administrator (FILESV1¥Administrator) 
Admin istrators (FIL ESV1 ¥ Ad m in istrators) 
l eigyo-g (FILESV1¥eigyo-g) 



适加 (D)... | 

削除 (B) 

eigyo-g のアクセス i 午可 (£) 

許可 

拒否 

フルコント□-ル 

□ 

□ 土 

■変更 

Ml 

□ 


unn 

^00 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1.2 NFS 共有のアクセス権を管理する 

NFS 共有のアクセス権は UNIX クライアントに対し、「読み取りを許可する」、「読み取り/書き込みを許 
可する」、および 「 root ユーザーのアクセスを許可する」の設定を指定します。以下に、既存の共有フオル 
ダーのアクセス権を変更する手順を説明します。詳細については、 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.2.6 NFS 共 
有を作成す る】を参照してください。 


1. 管理者メニューの[共有と記憶域の管理]をクリックします。 


Hi 


|n| : 


全般 

^1 

エクスプローラ'- 

エクスブローラーを起動できます。 

コマンドブロンブト 

コマンドブロンブトを起勅できます。 

ベイント 

ベイ'ノトを起動できます。 

メモ帳 

メモ帳を起觔できます。 

コンピューターの首理 

コンビューターの f 理を起觔できます。 

システム 

コンビューターのブロパティを確認でぎます。 

Windows ヘルプとサボート 

Windows ヘルプとサボートを起動できます。 



役割/樺能 

ち 


SM 日共有、 NFS 共有を菅理できます。 


HTTP 共有/ FTP 共有を菅理できます。 

NFS 用サービス 

NFS サーバーを菅理できます。 

ADSIX ディタ'- 

NFS の ID マッピングを確認できます。 

ファイルサーバーリソースマネージャー 

記憶域の容星制限、拡張子制限、使用状況確認等ができま 
す。 

インデックスのオブシ3ン 

ファイル検索を高速化するためのインデックスを菅理できます。 

DFS の首理 

分敗ファイルシステムを管理できます。 

印別の管理 

プリントサーパーを管理できます。 


I i^i 
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DlS . 


共有と記愤域の管理(□一カル) 


共有と記馆域 ( D 管理（□一カル） 


共有|ボリューム| 
13個のエントリ 


soumu*2 ! NFS d：¥soumu 



共有名 

1 プロトコル 

ローカルパス 

丨クォータ 

1 ファイル… 

1シャドウ ••• 

空き領域 

日 ブロト : UUSMBdl アイテム） 


ADMINS 

SMB 

C：MWindows 




107 GB 


C$ 

SMB 

C：¥ 




107 GB 


D$ 

SMB 

D：¥ 



€» 

2.61 TB 


DFStargetl 

SMB 

C ： ¥DFStarget¥D... 




10713 B 

通 

DFStarget2 

SMB 

c ： ¥DFStarget¥D... 




107 GB 

通 

IPC$ 

SMB 





- 

通 

Pub 

SMB 

C ： ¥DFSRoots¥P... 




107 GB 

起 

robo 

SMB 

D：¥robo 



& 

2.61 TB 

治 

share 

SMB 

F：¥share 




- 


sou mu* 1 

SMB 

d：¥soumu 



€> 

100.0 MB 


W$ 

SMB 

m 




125 MB 

日 ブロト : U レ NFS (2 アイテム） 



MP <^ 

rv^nfc 




Ofil TR 


H 1 ! 


3. [アクセス許可]タブの [ NFS アクセス許可]をクリックします。 


soumu ^2 のブロパテイ 


XJ 


NFS 共有 | NFS MI アクセス許可 


共有のアクセス許可は、共有フォルダーにアクセス制御レベルを提併しま 
す。 NTFS アクセス許可は、ファイルやフォルタ • 一への□一カルアクセスを制 
御します。共有フォルダーへのネットワークアクセスで • は、共有のアクセス許 
可や NTFS アクセス許可への制限を強化することで、ユーザーやクルーブに 
付与するアクセスレベルを定義します。 

このフォルダー ( こ対してネットワーク経由で • アクセスするユーザーに NFS アク 
セス許可を設定するには、 [NFS アクセス許可 ] をクリックします。 


NFS アクセス許可⑧ 




NTFS アクセス I 牛可① 


爾 f 「 共有フォルト雛ス 


0K 


キやンセル 


iStoraae NS の共有領域を管理する 


2. 設定を変更する共有名をダブルクリックします。 


共有と記馆域の管理 


n ファイル (£) 棵作⑻表示⑻ウィンドウ(蚣ヘルブ ( H ) 


@ E b X 1 E 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. 設定を変更するグループまたはホストを選択し、[編集]をクリックします。 



5. [アクセス許可]でアクセス権の設定を変更します 。 root ユーザーから NFS 共有にアクセスする場 
合は、[ルートアクセスを許可する]のチェックを有効にし、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


f \ 

【注意】 root ユーザーを利用する場合は、 Windows ユーザーへのマッピングを必ず 
行ってください。また、マッピングした Windows ユーザーには管理者権限 
を与えてください。 

V J 


アクセス許可について 

UNIX クライアントごとにアクセス許可を設定する場合は、クライアントグループの設定を行い 
ます。詳細については、 【 管理者 ガイド（詳細編） 2.2.7.1 クライアントグループの 作成 】 を参照 
してください。 
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3.1.3 FTP 共有のアクセス権を管理する 

FTP 共有のアクセス制御は、ユーザーに読み取りのみを許可するか、書き込みを許可するかのいずれかで 
す。ファイルシステムのアクセス許可 (NTFS アクセス許可）を組み合わせることで、特定のユーザーや 
グループのメンパーに個別のアクセス権を設定することもできます。ファイルシステムのアクセス権の設 
定手順およびアクセス許可の設定については、本書の [3.1.1 SMB 共有のアクセス権を管理す る 】を、 FTP 
共有のアクセス権の設定手順については、本書の [2.4 FTP クライアントからアクセス する 】を参照して 
ください。 

3.1.4 HTTP 共有のアクセス権を管理する 

HTTP ( Web ) 共有のアクセス制御は、ユーザーに読み取りのみを許可するか、書き込みを許可するかのい 
ずれかです。 WebDAV のアクセス制御や、ファイルシステムのアクセス許可 (NTFS アクセス許可）を組 
み合わせることで、特定のユーザーやグループのメンバーに個別のアクセス権を設定することができます。 
ファイルシステムのアクセス権の設定手順およびアクセス許可の設定については、本書の 【 3.1.1 SMB 共 
有のアクセス権を管理す る 】を、 HTTP 共有のアクセス権の設定手順については、本書の 【 2.5 Web クラ 
イアントからアクセス する】を参照してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.2 ディスク使用状況のレポートを作成する 

ディスク使用状況のレポートにはスケジュールによる定期的な出力と手動による出力の2通りがあります。 
ここでは、手動で出力する手順について説明します。 

スケジュールによる定期的な出力については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.5 ディスク使用状況のレポート 
を作成す る 】 を参照してください。 

1. 管理者 メニューの [ファイル サーバーリソースマネージヤー] をクリックします。 



2. 左ツリーの[記憶域レポートの管理]を右クリックし、[レポートを今すぐ生成する]を選択します。 


1屠 t ファイルサーバーリソースマネージヤー 

ファイル ( F ) 揀作 ( A ) 

表示( V )ヘルプ ( H ) 

•峰1 名| 園丨0匾 



クォ-夕の苷理 
ファイルスクリーンの音理 


レポートタフ 


„ 新しいレボ-卜の奴⑽スケジュ-ル⑸... 

^ レ ポー トぱ一卜 


レポートを今すく••生成する⑹ 


族妍 on 舌？ 


表示 ( v ) 



ヘルプ ( H ) 

- r 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [記憶域レポートタスクのプロパティ]画面でレポートと形式を選択し、 [追加】 ボタンをクリック 
します。 



4. [フォルダーの参照]画面でフォルダーを設定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 


フオル5—の参照 


フォルダーの逞択 


釋 コンピュ-夕 w 
田 WSS 2008 R2 (0:) 

田 New Volume (D：) 


フォルタし ( D : [New Volume ( D ：) 

新しいフォルダーの作成⑧ I OK i キゃンセル 

- 11 眉 - X /a 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


5. [配信]タブを開いてレポートの送信先アドレスを指定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。[オプシ 
ヨンの構成]で管理者のアドレスを設定している場合は [Admin Email ] で管理者にレポートが送信 
されます。 



6. [記憶域レポートの生成]画面が表示されますので、表示方法を選択して [ OK ] ボタンをクリックし 
ます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.3 複数サーバーの共有フォルダーを統合する 

DFS 名前空間を使用すると、複数のサーバーに分散している SMB 共有フォルダーを一台のサーバー配下 
に仮想的に統合することができます。 

これにより、ユーザーはどのサーバーに共有フォルダーが存在しているかを意識する必要がなくなり、共 
有フォルダーにアクセスしたい場合は、一台のサーバーにのみアクセスすることですベての共有フォルダ 
一を参照することができるようになります。 

DFS レプリケーシヨンは、複数のサーバー間のフォルダーを双方向に複製•同期するマルチマスターレ 
プリケーシヨンエンジンです。あるサーバー上で生じた変更は、レプリケーシヨングループの他のすべ 
てのサ 1 —パ 1 —にレプリケ 1 —卜されます 。 DFS レプリケ'—シヨンを利用するには、ドメイン環境である必要 
があります。 

DFS 名前空間と DFS レプリケーシヨンの詳細については【 管理者 ガイド（詳細編） 3.7 複数サーバーの 
共有フォルダーを統合する （ DFS ) 】を参照してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.4 ディスクスペースを有効活用する 

SIS (Single Instance Storage ) を有効にすると、ボリューム内に存在する複数の同じファイルが一元管理 
され、その結果、ディスクスペースを有効に活用することができます。 

たとえば、同ーボリューム内に100 MB の同一内容のファイルが3つ存在する場合、通常は100 MB X 3 
で 300 MB のディスクスペースを必要としますが、 SIS を有効にすると、3つのファイルが1つにまとめ 
られて、必要なディスクスペースは100 MB 十数 KB (管理用の領域）となり、約200 MB の節約が可能 
です。 

なお、 SIS の対象ボリュームは、システムボリュームを対象とすることはできません。また、 NTFS フアイ 
ルシステムである必要があります。 





ファイル名やファイル日付が異なっていても、内容が同一であれば、同じファ 
イルとみなします。 

SIS を有効にしているボリュームに対しては、ディスククォータ機能およびフ 
アイルサーバーリソースマネージヤーのクォータ機能を設定しないでくださ 


い。 

また、上記以外の機能 • ソフトウェアでも、何らかの影響が出る可能性があり 
ます。 SIS をご利用になる場合は、他のソフトウェア（バックアップソフトウ 
ェア、アンチウイルスソフトウェアなど）との複合的な動作確認を充分に行つ 
た上で、使用してください。 

本機能は NS 500 系のモデルでのみご利用になれます。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


ここでは、 f : ボリュームで SIS を有効にする手順について説明します。 

1. 管理者メニューの [コマンドプロンプト] をクリックします。 

2. sisadmin / if : と入力して enter キーを押下します。 



SIS の設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.8 ディスクスペースを有効活用す る 】を参照して 
ください。 
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iStorage NS を運用する 


4 iStorage NS を運用する 


♦ データたンステムを保護する 

パックアップ、共有フォルダーのシャドウコピー、システムの設定情報の保存など、データ/シ 
ステムの保護について簡単に説明します。 

♦ データ/システムを復旧する 

バックアップ、共有フォルダーのシャドウコピー、パックアップ DVD を使用した 0 S リカバリ 
一と保存した設定情報に基づくシステム復旧について説明します。 

♦ 簡易的に性能をチューニングする 

デフラグの実行など、パフォーマンスを向上させる簡単な方法について説明します。 

♦ システムを監視する 

ESMPRO、iStorage NS 連携モジュール 、 Universal RAID Utility の概要を説明します。 

♦ 障害を未然に防止する 

修正 モジュールの 適用に ついて 概要を説明します。 
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iStorage NS を運用する 


4.1 データ/システムを保護する 

ウイルスなどによる 0 S 破壊やハードウェア破損、またはユーザー自身が誤って削除する場合や、間違っ 
た情報を書き込んでしまうことなど、様々な要因でデータを失うことが考えられます。これらの要因を 
100%防止することはできません。そのため、データのバックアップは必ず行ってください。 

4.1.1 バックアップソフトウェアを使用する 

定期的に本体のハードディスクドライブ内のデータをバックアップすることをお勧めします。最適なバッ 
クアップ用ストレージデバイスやバックアップソフトウェアについては、お買い求めの販売店にお問い合 
わせください。 


tr 




【注意】バックアップソフトウェアの導入に際しては、動作要件を十分にご確認ください。 
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iStorage NS を運用する 


4.1.2 シャドウコピーを使用する 


あらかじめシャドウコピーを導入していれば、誤って削除したデータや修正したデータを、共有にアクセ 
スしている ユーザー 自身が、ある時点のデータに戻すことができます。 




V 


シャ ドウコピーはパックアップソフトウエアの代わりになる物ではありません。 
シャ ドウコピーとは別に、パックアップソフトウエアによるバックアップを必ず 
実施してください。 

シャ ドウ コピーを 作成す る ボリュームでデフラグを行う場合は、ボリューム作成 
時に アロケーションユニッ トサイズを 16 KB 以上に設定しておく必要があります。 




ノ 


ここでは例として、以下の設定内容でシヤドウコピーを設定する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

設定ボリューム（ドライブ文字） 

ボリューム （ D :) 

スケジユ'ール 

月火水木金の AM 5:00 


1. 管理者メニューより[共有と記憶域の管理]を起動します。 


奶皆理者メニュー 


全般 


欠 

エクスプローラー 

エクスブロ - ラーを起觔できます。 


コマンドプロンプト 

コマンドプロンプトを起動できます。 


ベイント 

ベイントを起動でぎます。 


メモ帳 

メモ帳を起動できます。 


コンビューター®管理 

コンビューターの菅理を起勅できます。 


シス亍ム 

コンビュ ーターの ブロパテ ィを 確認でぎます。 


Windows ヘル ブとサボート 

Windows ヘルブとサポートを起動できます 0 



役割/機能 


0 


SMB 共有、 NFS 共有を官理できます。 



HTTP 共有/ FTP 共有を管理できます。 

■ I 1 > ■ 1 
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iStorage NS を運用する 


2. 中央画面で[ボリューム]タブを選択し、ボリュームー覧から[ボリュームの:）]を選択し、右画面 
の [プロ パ テイ] をクリックします。 
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iStorage NS を運用する 


3. [ボリュームの選択]で [ D :¥] を選択し、[設定]ボタンをクリックします。 



4. 下記画面より、 [スケジュール] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS を運用する 


5. 下記の画面で、デフォルトのスケジュールが2つ登録されているので、[削除]ボタンを2回押して、 
デフオルトのスケジュールを削除します。 



下記のように、スケジュールを空にします。 

スケジュ-ル| 


卩タスクの予定(綱ません> 


新規 ( N ) 



タスクのスゲジュール⑸： 閉始 B 寺刻⑴： 

_単位 ▼] 「 -4 詳細設定(V)… J 


F 複数のスケジュールを表示する⑼ 


0 K キやンセル 
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iStorage NS を運用する 


6. [新規]を クリックし、 スケジュールに下記設定内容を 指定し、 [0 K ] ボタンを クリックします。 


設定内容 

設定項目 

タスクスケジュール 

週単位 

開始時刻 

5:00 

間隔 

1 

タスクスケジュール 

月火水木金のチェックを有効にする 
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iStorage NS を運用する 


7. 下記の[設定]画面に戻りますので、 [0 K ] ボタンをクリックして、設定完了です。 



シャドウコピーの詳細については【管理者 ガイド（詳細編） 3.1 シャドウ コピー】を参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.1.3 設定内容を控える 

パックアップソフトウェアでも復旧ができない場合は、バックアップ DVD を使用してシステムを再イン 
ストールすることでシステムを復旧します。パックアップ DVD からシステムの再インストールを行つた場 
合には、全てのシステム情報は出荷状態に戻ります。このため、システム情報の再設定が必要になります 
ので、必要に応じてシステムの設定内容を控えておいてください。 
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iStorage NS を運用する 


4.2 データ/システムを復旧する 

ディスク破損によってデータやシステムに異常が発生した場合や、データを誤って削除した場合は、事前 
に作成していたパックアップやシャドウコピーから復旧します。 

4.2.1 バックアップから復旧する 

事前にパックアップソフトウェアで作成していたバックアップデータから復旧します。 

復旧手順は各パックアップソフトウエアのマニュアルを参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.2.2 シャドウコピーから復旧する 

共有フォルダーのデータをユーザーが誤って削除してしまった場合や誤って書き換えた場合は、あらかじ 
め作成していたシャドウコピーから復旧することができます。 

ここでは、ユーザーが誤って書き換えてしまったファイルを最新のシャドウコピーから復旧する手順を説 
明します。復旧するファイルは、ネットワークドライブ Z : 配下の Z :¥ docs ¥ 報告書¥2007年12月 . doc と 
します。 


1. クライアント PC より、 [エクスプローラー] を起動します。 

2. Z :¥ docs ¥ 報告書¥2007年12月 . doc を右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 


> 報告害 


0 同 区) 

I ファイル 0編集 (£) 表示⑼お気に入り⑻ツール® ヘルブ (11) 

©戻 る ， 多 p 枝索 

^7 フォルダ 

si ]， 

アドレス必 1 ㈡ Z:¥dcjcs¥ 報告喾 


V g ] 移觔 

フォルダ 

X 名前 サイズ種類 


a C ) マィドキュメント 
日3マィコンピュータ 

田 3.5 インチ FD (/V 〉 
e ^ ローカルディスク（ 0:> 

日 |Q Documents and Settings 
田 d Administrator 
田 1^) All Users 
田 Default User 
Q |^| userl 

田 Application Data 

Cookies 

田 己 Local Settings 
田 D My Documents 
田 Net Hood 

Ir^i Print Hood 
Ir^ SendTo 
Templates 
田 炎 お気に入り 


部 2007 年 11 月 


1月. doc 


na<(o) 

編集© 

新規作成(过） 
印刷0 


125 KB Microsoft Wc 
125 KB Microsoft Wc 
125 KB Microsoft Wc 


オフラインで•使用する⑻ 

プロクラムから閉く妙 ► 


送る (N) 


切り取り① 
コビーぬ〉 


ショートカツトの作成⑤ 

則除必 

名前の変更 ( M ) 


フロパティ (S) 
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iStorage NS を運用する 


3. [以前の パージョン] タブを開き、 [ファイルのバージョン] から、[時刻】が最新の [2007 年12月. doc ] 
を選択して[復元]ボタンをクリックします。 



4. 以下の画面が表示されますので[はい]ボタンをクリックします。 



5. 以下の画面が表示されますので [ OK ] ボタンをクリックします。 



シャドウコピーの詳細については、【管理者 ガイド（詳細編） 3.1 シャドウ コピー】を参照してください。 


99 
















































iStorage NS を運用する 


4.2.3 システムを復旧する 

システムをバックアップ DVD から再インストールする場合、装置添付のパックアップ DVD を利用します。 
バックアップ DVD からの再インストールについては、装置付属のメンテナンスガイドまたは、ユーザー 
ズガイドをご確認ください。 

インストールが完了したら、事前に控えておいたシステムの設定情報を使用しシステムの設定を行ってく 
ださい。 
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iStorage NS を運用する 


4.3 簡易的に性能をチューニングする 

I/O 負荷が高いと、 システムのレスポンス 低下や、予期しない様々なトラブル発生の要因になることがあ 
ります。以下に iStorage NS において I/O 性能を向上させる一般的な方法に ついて 説明します。 

4.3.1 デフラグを実施する 

フラグメント（ファイルの断片化）が発生していると、スプリット I/O が増加することで I/O 負荷が高ま 
ります。フラグメントの状況を定期的に確認し、必要に応じディスクデフラグ（ディスクの最適化）を実 
行してください。 

【注意】 ユーザーボリュームにシャドウコピーを作成し、さらにデフラグを行う場合は、ボリ 
ューム作成時にアロケーション ユニット サイズを 16KB 以上にする必要があります。 

V J 


4.3.2 DAC キャッシュを有効にする 

DAC (ディスクアレイコントローラ）のキャッシュを 有効にすると、書き込みデータが DAC 上の メモリ 
に キャッシュ された時点で 0S へ 書き込み完了が通知されるため、書き込み時間を短縮することができ ま 
す。 DAC キャッシュの 設定方法については、各 DAC ボードのマニュアルを 参照してください。 

【注意】. DAC キャッシュを有効にする場合は DAC にバッテリーが接続されている必要 
があります。 

V - J 

4.3.3 LAN アダプタをチーミングする 

LAN アダプタをチーミング （ALB) することで、サーバーからの送信速度を向上させることができます。 
チーミングの設定方法については、ユーザーズガイドや LAN アダプタの マニュアルを 参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.3.4 資源を増強する 

1台のサーバーにアクセスが集中すると、これまでのチューニングを行っても改善しない場合が あります。 
このような場合は、ボトルネックとなっている部分を特定してその資源を増強し ます。 例えば、常にメモ 
リ使用量が大きい場合 や、 仮想メモリへのスワップが発生している場合は、メモリを増設し ます。 常に CPU 
使用率が高い場合、 CPU 増設が可能な装置では CPU を増設し ます。 ディスク I/O が集中している場合、 
ディスク増設が可能な装置ではディスクを増設し、使用頻度の高いファイルを分散配置し ます。 ネットワ 
ークがボトルネックになっている場合、回線速度の速いネッ ト ワークに移行し ます。 

ボトルネック箇所の切り分けやハードウエアの増設が困難な場合などには、サーバー自体を増設して負荷 
を分散させることも有効な手段です。 
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iStorage NS を運用する 


4.4 システムを監視する 

本製品には、サーバー運用を支援するために以下のアプリケーシヨンが添付されています。 

• ESMPRO 

• iStorage NS 連携モジュール 

• Universal RAID Utility 


これらのアプリケーションについて、以下に説明します。 

4.4.1 ESMPRO 

ESMPRO/Server Manager 、 ESMPRO/Server Agent を使用したサーバー管理では、1台のシステム管理用 
PC (マネージャー）のもとで、ネットワーク上のすべてのサーバー情報、 SCSI 機器接続状況、ディスク 
アレイ状況を一括管理することができます。また、障害につながる異常を自動的に検知し、システム管理 
者に通報します。障害発生時には、障害箇所や障害内容、対処方法などをリアルタイムに表示でき迅速な 
対応を支援します。さらに CPU 負荷やメモリ使用率などのサーバーの稼働状況管理も充実しています。 

本製品には、 ESMPRO/Server Manager 、 ESMPRO/Server Agent 、 ESMPRO/Server Agent Extension 、 
ExpressUpdateAgent が添付されています。 ESMPRO/Server Agent はインストール済です。それ以外は、 
EXPRESSBUILDER に格納されていますので、必要に応じてインストールしてください。 

ESMPRO/Server Manager , ESMPRO/Server Agent の詳細については 、 EXPRESSBUILDER 内の各ドキュ 

メントを参照してください。 

4.4.2 iStorage NS 連携モジュール 

ESMPRO/Server Manager がインストールされている環境に borage NS 連携モジュールを適用すること 
で、 ESMPRO/Server Manager よりリモートデスクトップを起動することができます。 

4.4.3 Universal RAID Utility 

Universal RAID Utility は、標準実装している RAID コントローラーの管理•監視を行うアプリケーションで 

す 。 Universal RAID Utility はインストールされています。 
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iStorage NS を運用する 


4.5 障害を未然に防止する 

サーバーを常に最新の状態にしておくことは、既知の問題や予期せぬ問題を未然に防ぐために有効な手段 
です。ここでは、サーバーを最新の状態にする方法について説明します。 

4.5.1 セキュリティパッチの適用 

Windows Update を使用してセキュリティパッチを適用することで、外部からの不正アクセスや不正処理 
を防止することができます。なお、 Windows Update は、管理者メニューの[構成]の [Windows Update] 
をクリックすると起動します。 

4.5.2 0 S のサービスパックの適用 

iStorage NS シリーズには、マイクロソフト社が提供するサービスパックを適用することができますが、 
お客様に安心して適用頂くために、 iStorage NS シリーズのサポート情報 

(http://support.express.nec.co.jp/istorage/ 2013 年 1 月 15 日現在）や PP • サポートサー ビスの ホームぺ 

ージにて、手順や留意事項をご案内いたします。サービスパックを適用される場合は、手順や留意事項を 
ご確認の上、適用してください。 

なお、サービスパックは Windows Update でも提供されますがお客様が使用許諾に同意するまでは、サー 
ビスパックが自動的にインストールされることはありません。インストールを行わない場合は、••インスト 
ールしない"を選択してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.5.3 修正モジュールの適用 

pp •サポートサービスのホームページでは、最新のサービスパックに含まれていない os の修正モジュ 
ールや iStorage NS 固有の修正モジュールを公開しており、ダウンロードが可能です。また 、 PP . サポー 
トサービスご契約のお客様へは、修正モジュールの公開に合わせてメールでご案内を差し上げます。 

なお 、 PP . サポートサービスは有償のサービスであり、ご契約頂く必要があります。 PP . サポートサービ 
スにつきましては、 

http://www.nec.co.ip/service/suD_port/ep/index.html (2013 年1月15日現在） 

を参照してください。 

4.5.4 装置固有の修正モジュールの適用 

装置固有の修正モジュールを、以下のサイトで公開しています。定期的にご確認いただき、お客様の装置 
に該当する修正モジュールを適用してください。 

http://suoport.express.nec.co.j^/istoraqe/ (2013 年 1 月 15 日現在) 
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iStorage NS のその他の使い方 


5 iStorage NS のその他の使い方 


♦ ネットワーク上のプリンターを使う 

ネットワーク内のプリンターを使用して印刷を行います。 

♦ iSCSI を使う 

iSCSI Target によって 、 iSCSI Initiator に記憶域を提供します。 
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iStorage NS のその他の使い方 


5.1 ネットワーク上のプリンターを使う 

ネットワーク内のプリンターを使用して印刷を行います。 

詳細は【管理者 ガイド（詳細編） 5.1 ネットワーク上のプリンターを 使う.】を参照してください。 


5.2 iSCSI を使う 

iSCSI Target によってリモートの記憶域を提供します。 

詳細は別紙 [Microsoft iSCSI Software Target 3.3 利用者 ガイド】を参照してください。 
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困ったときは 


6困ったときは 


♦ トラブルシューテイング 

iStorage NS を運用する上で問題が発生した場合に役立つ情報を記載しています。 

♦ FAQ 

問い合わせの多い質問とその回答を記載しています。 

♦ 保守サービス（ソフトウェア関連）のご案内 

iStorage NS の保守サービスの概要を記載しています。 

♦ 障害時の問い合わせ方法 

障害時に採取していただきたい情報および採取方法について記載しています。 
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困ったときは 


6.1 トラブルシューテイング 


運用時の問題 

1. ネットワークアクセスが遅い 

2. Windows クライアントからの接続が正常にできない 

3. UNIX ヶライつ': I. にて' yr i’ ルの書き込みが行なえない 

4. UNIX '，ライ丁： 卜に て' NFS 共有■■，すル ゲ-— て Is っマニ ドを 実行す ると，__ ハ;.- ルゾーや_ ハ . f 

ル^の所有者が nobody と表示される 

5. UNIX ノラ. 1. 丁：.」 ' _1:(リ NFS ft 有-- , .r ル .7 —.: こ—: スすろ 1 ：;、 Permission denied :パ返却二:,: L る 
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困ったときは 


運用時の問題 


r 、 ットワークアクセスが遅い 


ネットワーク上に負荷がかかって、通信が非常に遅くなっている可能性があります。 
ESMPRO/ServerAgent のネットワーク監視でネットワークの状況を確認してください。 


Windows クライアントからの接続が正常にできない 


SMB 共有は、共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権で制御されており、 
より厳しいアクセス権が有効になります。それぞれのアクセス権の設定を確認してください。 

なお、 Windows Me 以前の Windows クライアントからの接続は、 Windows Server 2008 以降ではサ 
ポ'ートされておりません。 


UNIX クライアントにて、ファイルの書き込みが行なえない 


NFS 共有のアクセス権が[読み取り専用]になっている可能性があります。必要に応じて NFS 共有 
へのアクセスの種類を変更してください。 

また、 mount コマンドのオプションで ro (Read Only) が設定されている可能性があります。 mount 
コマンドのオプション設定を確認してください。 


UNIX クライアントにて、 NFS 共有フォルダーで Is コマンドを実行すると、フォルダーやフアイ 
ルの所有者が nobody と表示される 


ID マッビングに対象ユーザーが存在していない可能性があります。 
ID マッピング情報をご確認ください。 


UNIX クライアントより NFS 共有フォルダーにアクセスすると、 Permission denied が返却される 


NFS 共有にアクセス権が存在していない。もしくは、アクセスしているユーザーが旧マッピングに 
存在していない可能性があります。 

NFS 共有のアクセス権および、 ID マッピング情報をご確認ください。 
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6.2 FAQ 

以下によくある問い合わせを記載します 。 PP •サポートサービスのホームページでも、[サポート FAQ ] に 
て随時公開していますので、こちらもご覧ください。 

1. ディスククォータと FSRM のクォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 

2. 不用意にアクセスされないよう、クライアントのネットワークコンピューター上に iStoraqeNS シリ 

-ズのコンピューター名を表示しない方法はありますか？ 
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デイスククォータと FSRM の（フォルダー単位の）クォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 


ディスククォータと FSRM の（フォルダー単位の）クォータはそれぞれ別の機能ですので、対象が重な 
つても同時に設定しても問題ございません。 


不用意にアクセスされないよう、クライアントのネットワークコンピューター上に iStorage NS シ 
リーズのコンピューター名を表示しない方法はありますか？ 


表示させたくない iStorage NS シリーズのコマンドプロンプトで以下のコマンドを実行してください。 

net confia server / hidden:yes 
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6.3 保守サービス（ソフトウエア関連）のご案内 

6.3.1 PP • サポートサービス 

設定方法や障害に関するお問い合わせは、 pp •サポートサービスにて受付けています。 

PP •サポートサービスとは、お客様にご購入頂いた iStorageNS シリーズ上の PP (プログラム.プロダ 
クト）を、長く安心してお使い頂くためにご用意した有償のサービスです。 

PP •サポートサービスには以下のサービスがあります。ご契約については、販売店などにご確認くださ 

い。 


レスポンスサービス 

お客様がご契約されたソフトウェアに関して、各種サポートが受けられます。電話でのお問い合 
わせ/ E-Mail でのお問い合わせ /FAX でのお問い合わせを行うことができます。 

ライ センスサービス 

契約された製品の無償パージョンアップのお申し込み、無償リビジョンアップモジュールのダウ 
ンロー ドサービスを提供いたします。なお、 iStorage NS シリーズの PP • サポートサービスでは、 
バージョンアップサービスは提供しておりません。 

インフオメーシヨンサービス 

ご契約頂いたお客様に、ソフトウェアに関する最新情報および、各種サービスを Web サイトよ 
り提供いたします（サービス内容：修正モジュールのダウンロード /FAQ の閲覧)。 

さらに、ソフトウェアに関する情報を E-Mail で定期的に配信いたします。 

PP • サポートサービスご案内のサイト 

http :// www . nec . co . ip / service / support / pp / index.html (2013 年1月15日現在） 
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r 


【注意 】 iStorage NS シリーズの PP •サボートサービスにおけるサボート範囲は、以下です。 




また、追加購入されたオプションソフトウェアのサポートについては、各ソフトウ 
エア毎の PP • サボートサービスへのご契約が必要となります。 


• 0 S 


• ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO/ServerAgent 

V_ 


ノ 


6.3.2 プラットフォ'ームサポ'ート 

プラットフォームサポートは、ハードウェアの障害復旧と os 等の問い合わせ対応や修正モジュール提供 
に加え、ドライバの再設定、 0 S 搭載ディスクの復旧支援まで、ワンストップ（一括）で対応するサポート 
サービスです。詳細は、下記の Web サイトをご覧ください。 

http://www.nec.co.ip/service/suDport/pfsuQport/index.html (2013 年 1 月15日現在） 
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6.4 障害時の問い合わせ方法 


障害に関して問い合わせいただく際は、障害の内容に関係なく、以下の情報を添えて、 pp •サボートサー 
ビスへ問い合わせてください。 

• 障害発生日時 
• 障害内容 
• システム構成 

• iStorage NS の主な使用方法 
• 再現手順 

• Collect ログ 

また、 STOP エラーやストールの場合は、メモリダンプも合わせて採取願います。 
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6.4.1 メモリダンプの出力 

STOP エラーの 場合は、自動的にメモリダンプが作成されます。また、 ストールの 場合は、ダンプ スイ ッ 
チ（装置に添付されたユーザーズガイトを参照願います。）を押下することでメモリダンプが作成されます。 


メモリダンプはデフォルトでは、 C :¥ windows フォルダー配下に MEMORY . DMP のファイル名で作成され 
ます。設定変更をされている場合は、以下の手順で格納場所をご確認ください。 

1. 管理者メニューの[システム]をクリックします。 

2. 画面左より[システムの詳細設定]をタリックします。 



コントロづレパネルコンビューター®基本的な牾報®表示 


^ デパイスマネ'-ジャ - 
• V リモ-卜の設定 

システムの詳細設定 1 


Windows Edixion - 

Windows Storage Server 2008 R2 Standard 

Copyright © 2009 Microsoft Corporation. All rights reserved. 

Service Pack 1 


システム ー 
ブ□セッサ： 

実装メモリ (RAM )： 
システムの彳重卖眞： 


InteKFO Pentium(FO CPU G6950 
2.00 GB 

64 ビットオペレーテインクシステム 
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3. [ システムのプロパティ ] 画面より[詳細設定]タブを選択し、[起動と回復] の [設定]ボタンを ク 
リ ック します。 
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4 . [システム エラー] の [ ダンプファイル ] にメモリ ダンプの 出力先が表示されます。 
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6.4.2 Collect ログの採取方法 

Collect ログは以下の手順で採取します。 

1. リモートデスクトップまたはコンソールから、 iStorageNS にログオンします。 

2. エクスプローラーを 起動して、以下のパスに移動します。 

C:¥ESM¥tool 

3. 上記フォルダー内にある、 collect.exe を実行します。 

コマンドプロンプトが起動し、ログ採取が実行されます。 

数分経つと、ログ採取が終了してコマンドプロンプトが閉じられます。 

4. コマンドプロンプトが閉じると、 

C:¥ESM¥tool 

配下に ¥ log フォルダーが作成され、その中に各種ログが作成されます。 

¥log フォルダーごと採取し、圧縮して送付してください。 


f -^ 

【注意】 C:¥ESM 配下にも ¥ log フォルダーが存在しています。 

今回採取いただきたいのは、 C:¥ESM¥tool¥loq ですので、お間違えのないようお願い 
いたします。 

V J 
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